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　・「第74回逍遙祭　前進座×演劇博物館」
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　・「初代中村吉右衛門映画祭Ⅰ：上映会『熊谷陣屋』(昭和25年)」

　・「初代中村吉右衛門映画祭Ⅱ：上映会『盛綱陣屋』(昭和28年)」

　・「七代目市川團十郎の芸と波瀾万丈の生涯」

　・「シンポジウム ～「S/N」から“発明”する社会と繋がる方法論～」
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　・「早稲田学生文化・芸術祭2011」(学生文化行事)

　・「センポ・スギハァラ　再び夏へ」(演劇公演)

　・「多和田葉子・高瀬アキ　ワークショップ＆パフォーマンス」(公演)

　・「津田左右吉をあらためて問う～没後50年によせて～」(フォーラム)

　・「早稲田大学芸術功労者　阿刀田高講演会」（講演・朗読）
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　・佐賀県佐賀市(大学史)・・・・・・・・・・・
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大隈祭

坪内逍遙大賞、巡回展、学生演劇公演等

逍遙祭、逍遙忌記念祭

展覧会、公演など各種催し物

おもしろ科学実験教室

おもしろ科学実験教室

「ことば」のバリアフリー化‐目で見てわかる日本演劇の美‐(文化庁)

来て・見て・楽しい　新宿フィールドミュージアム

早稲田大学交響楽団Maple Concert

東京文化財ウィーク2011～歴史と文化に触れる時間～
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　2007年4月に設置された文化推進部もスタート以来5年

を経過しました。草創期を過ぎ、学内における認知も高ま

り、社会に対する早稲田文化の発信をさらに強める時期に

入っています。

　従来から独自に発展してきた演劇博物館、會津八一記念

博物館、大学史資料センターの三機関が、文化企画課ととも

に、「文化の束」として一体となって早稲田大学の文化事業

を展開してきました。

　これまで各機関で蓄積されてきた文化財、歴史的資料を

保存・研究し、公開することが基本となりますが、従来の分

野に加えて「科学」や「スポーツ」も早稲田文化を強力に築

いてきた伝統を有しております。これらを総じた「早稲田文

化」の発信力の強化を推し進めていきたいと考えています。

 

　現在、早稲田大学では、2032年の創立150年を視野に入

れて、Waseda Vision 150の策定に向けて議論をすすめて

います。２０年後を目標に理想の大学像を打ち建てようとい

う議論の中であらためて確認できたことは、皆さんが、大学

に対する愛着や誇りを感ずるよりどころが、早稲田大学の

歴史、文化の蓄積のなかにあるということです。「早稲田文

化」の発信によって、社会における早稲田大学に対する親し

みと大学の存在を強めることになると考えます。社会におけ

る大学の存在意義は、教育・研究にあるのはもちろんです

が、そこから生成されてきた文化の力が大学と社会の結びつ

きをより強いものにし、ひいては社会の豊かさに貢献する、

そこに文化発信の意味とさらには文化推進部の真の役割が

あると確信いたしております。

　この１年間を振り返って、2011年3月11日の東日本大震災

の影響についてふれなければなりません。

　幸い大学施設は大きな被害を受けることがなく、災害当

夜には、大隈講堂で帰宅困難者を受け入れることができま

した。しかし、その後、影響は広がり、文化推進部の関連施

設においても破損が発見されましたし、実施延期を余儀なく

された文化事業もありました。また原子力発電所の事故に伴

う電力事情のひっ迫から展示時間の短縮等の施策も行って

まいりました。

　今回の震災を教訓として、施設の耐震・安全対策にこれま

で以上に取り組まなければならないのは当然ですが、それ

に加えて、震災復興に大学の文化事業がどのように関わって

いけるのか、改めて考えていきたいと思っております。

　最後になりましたが、震災の被害にあわれた方々には衷

心よりお悔みとお見舞いを申し上げるとともに、今後とも本

学の文化事業へのご理解とご支援を心からお願い申し上げ

ます。

早 稲 田 文 化 の 発 信 　 　 文 化 推 進 部 年 報 2 0 11 年 度 版 の 刊 行 に あ た って

ご 挨 拶

文化推進部門総括理事　　藁 谷　友 紀
（教育・総合科学学術院教授）
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　本学文化推進部では、年間を通じて多種多様な文化事業

が実施されています。特に2011年度は隔年で実施されてい

る坪内逍遙大賞（第３回）の選考が行われ、大賞に劇作家・

演出家・俳優の野田秀樹さん、奨励賞に作家の円城塔さん

に授賞しました。奨励賞の円城さんは、その直後に芥川賞を

受賞され、第１回奨励賞の川上未映子さんの芥川賞受賞、第

２回奨励賞の木内昇さんの直木賞受賞に続く快挙となりま

した。いずれの受賞者もその後の活躍はめざましく、新しい

才能を評価する選考委員の慧眼が話題となりました。

　また、大きな出来事としては、戦前、本学で教鞭をとり、歴

史、思想、文学などに及ぶ幅広い研究で知られる津田左右

吉の没後５０年にあたることから津田の出身地である岐阜

県美濃加茂市と共催で10月から12月にかけて「没後五十年

津田左右吉展」を開催しました。津田左右吉の人と業績を

伝える大規模な展示となりました。

　また、2010年度に埼玉県鶴ヶ島市から寄贈を受け、整理

を続けてきたニューギニアの民族資料の公開があります。

文化企画課と會津八一記念博物館の共催で５か月にわたっ

て「オセアニア民族造形美術品展」を開催し、仮面、彫像、

装身具、生活用具、武具等数多くの貴重な資料を展示しま

した。

　その他にも、文化推進部の関係三機関（演劇博物館、會

津八一記念博物館、大学史資料センター）も、文化資源の活

用を推進するとともに研究面でも特色ある取り組みを展開

しています。

　演劇博物館では、グローバルCOE（演劇・映像の国際的

教育研究拠点）の取り組みを2011年度いっぱいで終え、

大きな成果を上げることができました。また、「初代中村

吉右衛門展」をはじめ数多くの展示、催しものを開催して

います。

　會津八一記念博物館では、常設展示に加えて早稲田大学

創立125周年に寄贈された絵画作品を展示する「都市と絵

　2011年度の演劇博物館の取り組みは、Ⅰ博物館展覧・関

連事業、Ⅱ収蔵・保存・教育・普及事業、Ⅲ外部資金事業（①

グローバルCOE、②文科省受託研究「特色ある共同研究拠

点の整備の推進事業」、③文化庁地域振興事業「ことばのバ

リアフリー化」、④科学研究費補助金・研究成果公開促進費・

データベース「演劇情報総合データベース」）にほぼ大別出

来る。それらの細目については、別に記録類が付属している

（ただし業務報告の分類はこれと異なる）のでそちらを参照

いただくこととし、ここでは昨年度演劇博物館事業について

の総論的な自己評価を行いたい。

　昨年度もごく一部の例外を除き、おおむね所期の目標を

達成出来た。計画していた事業はほぼ順調に進行し、予定通

り年度内に完了した。専任職員・助手・嘱託・アルバイトに至

るまでが、一丸となって業務に精励し、展覧会のアンケート用

紙への感想や、外部資金に関する助成官公庁の評価も、好意

的な高評価となっている。これまで以上に充実した活動を展

開出来たと自負するゆえんである。

　Ⅰの博物館展覧・関連事業は、10回の企画展と、それに関

連する演劇講座が中心であるが、いずれも多くの見学者・聴

衆が集まった。通常展示についても、何度か展示替えが行わ

れ、それぞれ魅力的な展示となった。高校等の団体見学が年

間を通じてあり、解説や講座を伴った場合もある。大学のキャ

ンパスツアーの副次的効果もあろうが、観光コースとしても

知られつつあるようだ。このほか外部への資料貸し出しも12

件あった。

　Ⅱの収蔵・保存・普及事業は、展覧会以外の本館本来業務

を指す。寄贈に関してはほぼ毎月何らかの寄贈があり、主要

な名品だけでも12件ある。著名な演劇人・名優の遺品が中

心で、とくに長野県飯田市の旧家関島家の七代目團十郎関

係資料の寄贈・寄託資料は、研究的にも極めて意義深い発見

を含む。これらを含め貴重かつ膨大な寄贈資料を収蔵すべ

きスペースの問題は、喫緊の要求が全く受け入れられず、す

でに「深刻」のレベルを遥かに超える。この点だけは文化推

画」展が催されました。

　大学史資料センターでは、大学の基礎を築いた「早稲田

四尊」の一人天野為之の展覧会を行いました。また「早稲

田大学百五十年史」編纂委員会の活動がスタートしており

ます。

　この他にも「早稲田大学　文化推進部年報」には、文化

推進部の諸機関において行われた文化活動の詳細を掲載し

ていますので、ご参照ください。

　早稲田大学には、日頃公開されていない多くの貴重資料

が収蔵されています。早稲田文化の基盤となるこれらの資料

の収蔵環境を改善するとともに、展示スペースを確保してい

くことが課題となりますが、インターネットを活用した「文化

資源アーカイブス」の整備も進めていかなければならないと

考えています。

　今後とも本学の文化事業へのご理解とご支援を心からお

願い申し上げます。

進部管轄の三館中で恐らくは唯一、自己評価でも限りなく落

第点に近い。保存事業は補修・修復関連でこの年も順調に業

務が行われた。補修の専門家を擁する強みが発揮されたが、

非常勤の方の努力で支えられている実態があり、改善の要が

ある。教育事業については、オープン教育センター設置科目

への出講、教育学部設置科目への参加と教室提供などがあ

る。普及事業としてはホームページの充実と館内パノラマ画

像データベースの公開、グーグルマップへの参加、出版、双柿

会会員による展示解説ボランティアがあり、いずれも好評で

あった。なお演劇博物館の出版事業は、GCOEの若手研究者

学位論文出版・事業推進者成果出版も含め非常に伸長した

が、特筆すべきは紀要『演劇研究』の査読雑誌化で、全学の

教員各位のご協力により、完全査読制がほぼ達成された。

　Ⅲの外部資金関係も例年以上に順調に進展した。グロー

バルCOEは最終年度を迎えたが、極めて充実した5年間の活

動実績は全国の人文系拠点随一と言ってよい。演劇映像学

連携研究拠点も、すでに国際的な活動実績も重なり、演劇・

映像の学界になくてはならぬ拠点に発展した手応えがある。

データベースも順調な仕上がりを見せている。これらについ

ては、各部門発行の紀要や報告集、ニューズレター、ホーム

ページを参照されたい。「ことばのバリアフリー化」事業は、参

加人数こそ少なかったものの、新宿区在住の外国人子弟（中

国・韓国・その他）が、日本の伝統芸に触れる機会となり、継

続的な事業化を望む声もあった。12年度の採択が内定して

いる。

　2011年度の演劇博物館の課題は、やはりスペース問題に

尽きる。細かに見ていけば、そのほか展示室の近代設備化の

立ち遅れ等々、これまで強行軍を続けてきた反面、将来に向

けて解決すべき課題は山積しているが、近年演博の事業は

外部資金に比重が移りがちで、大学として充実の責務がある

はずの博物館機能における諸問題が隠されてしまっている

点が少なくない。新たな視点からの抜本的な課題見直し時

期に来ていると確信する。

文 化 推 進 部 の 動 き（ 2 0 11 年 度 ） 坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館 の 取り 組 み（ 2 0 11 年 度 ）

ご 挨 拶 ご 挨 拶

文化推進部長　　十 重 田　裕　一
（文学学術院教授）

坪内博士記念演劇博物館館長　　竹 本　 幹夫
（文学学術院教授）

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館文 化 推 進 部

坪
内
博
士
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物
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　會津八一記念博物館は1998年開館した。今年14年にな

る。早稲田大学創立130年の歴史の中では極めて新しい学

内機関であるが，その源流は1926年に遡る。會津八一教授

は博物館開設の提言をしている。文献とともに「実物」に即

して見つめ学び研究する大切さを説いているのである。学

問の伝統は今も早稲田の美術史に綿 と々伝わっていて、私も

1965年、1967年の奈良，1968年の東北研究旅行を思い出

す。會津八一の弟子でもある安藤更生教授が仏教美術，建築

について「記憶と場」を踏まえ、我々に講義されたのだ。會津

八一のお話になると熱をおび、唐招提寺では，會津八一の歌

碑の前で先生を偲んで校歌を歌ったことが思い出される。

　會津八一(1881～1956)は、早稲田大学文学部美術史学の

開祖で、その生涯をかけて蒐集された4000点以上に及ぶ東

洋美術資料がこの博物館の出発点である。會津八一は秋艸

道人の号で書家、歌人としての評価も高い。會津八一記念博

物館命名の由来はそこからきている。

　博物館が開設する迄會津八一コレクションは図書館など

を経て、1952年新設された学生会館の東に東洋美術陳列室

として開設公開された。その後1970年代に学生紛争の為常

時公開が見送られ、６号館４階に移され、更に図書館内と移

動を重ねた。

　現在の會津博物館はかつての図書館の建物である。1925

年竣工で、「東京都歴史的建造物第一号」選定の文化財で

ある。建築学科今井兼次教授の若き日の設計である。演劇

博物館とともに今井兼次の代表作でもある。図書館で書を

紐解き、学ぶ学生への思いがこもっている。閲覧室の大空間

はかつてはここに集う学生を優しく包み込み、今は展示作品

を見守っている。

　1階ホール階段壁面には横山大観・下村観山画の直径4.45

メートル円窓の大作「明暗」があり早稲田の若人に学問の大

切さを語っている。

　2009年「富岡重憲コレクション展示室」が開室した。重

要文化財一点を含む東洋陶磁器を始め禅書画等900件か

　大学史資料センターは、早稲田大学の歴史、創設者大隈重信および

関係者の事績を明らかにし、これを将来に伝承するとともに、比較大学

史研究を通じて、本学の発展に資することを目的としています。2009年

度から、オープン教育センター設置科目として「早稲田学」を開設し、大

学教育の一環としての自校史教育を担っています。2010年度から開始

された百五十年史編纂事業では、その事務を担当しています。

（１）資料の収集・整理と保存・公開

引き続き本学の文書および本学関係者に関する資料を

整理し、保存・公開をすすめました。2011年度には、津田

左右吉関係資料など27件の寄贈がありました。

（２）資料の閲覧・複写サービスとレファンス

120-4号館地階のレファレンスルームにおいて所蔵資料の閲覧・複写

サービスを行っています。高等教育に関する出版物・関係資料の閲覧

については、大隈会館地階のレファレンスルームで対応してきました

が、大隈会館棟のセキュリティ強化の一環としてこれを移転することと

なり、９月に120-4号館のレファレンスルームに統合しました。資料の

刊行物等への掲載希望は引き続き多くあり、その可否を判断しました。

（３）企画展示・講演会等の開催

①大隈記念室（2号館 1階）： 2007年10月にリニューアルした常

設展示により、大隈重信の遺品類や厳選した資料を通して大隈の

生涯を描き出しています。2011年度は、8月、9月、冬休み、入試期

間を除き開室しましたが、13000人を越える入場者がありました。

②春季企画展：通例、卒業式・入学式を中心とする３月下旬から４月

下旬に開催しており、2011年度は「戦地に逝ったワセダのヒーロー―

松井栄造の24年―」を３月25日から開催する予定でしたが、東日本大

震災の影響をうけてほぼ１年延期し、2012年３月21日から１ヵ月間、

會津八一記念博物館企画展示室において開催することとしました。

③受贈資料展：６月下旬から８月初めにかけ、前年度に校

友・大学関係者から寄贈された資料の一部を展示するとと

もに、資料を通して本学のあゆみを紹介しています。2011

年度は、大隈記念タワー 125記念室で開催しました。

④秋季企画展：通例、ホーム・カミングデーと創立記念日の

時期を中心に、本学の歴史に関する企画展を開催してい

らなる旧富岡美術館コレクションが寄贈されたものである。

この優れた作品群が、考古学研究、発掘の成果や約350点

のアイヌ民族資料、黒田清輝「大隈重信像」など絵画彫刻約

1000点と相俟って、博物館コレクションを形成している。

　早稲田大学創立７０周年では西洋美術史の坂崎　坦教授

が横山大観、前田青邨、須田国太郎らの寄贈による作品を、

創立１００周年ではそのご子息で美術評論家坂崎乙郎政経学

部教授が高山辰雄、向井潤吉、鴨居玲らの作品を集めた。

　創立１２５周年では、大橋一章前館長中心となり松尾敏

男、荻太郎らの作品４４名５９点を集め、ここ数年現代の作

家の作品収蔵が飛躍的に増えた。2011年度の主な企画展

示は次の通りである。

「増田三男　清爽の彫金−そして、富本憲吉」

　　　　５月17日（火）～６月18日（土）

「江戸時代の文人画　荻泉堂コレクション受像記念」

　　　　６月24日（金）～７月30日（土）

「創立１２５周年記念寄贈作品による『都市と絵画』展」

　　　　10月3日（月）～11月6日（日）

「埼玉県鶴ヶ島市寄贈　オセアニア民族造形美術品展

　―多様な民族世界―」

　　　　11月21日（月)～2012年1月12日（木）

　會津先生以来の独特な学風と気風はこの博物館にも受け

継がれ、学芸、研究活動とともに、社会に開かれた情報発信

機関としての機能を持っていることも特記したい。各学術院

教員で構成される兼任研究員、助手を中心に資料の整理、

研究、実質的運『営が行われ、『研究紀要』を年１回発刊し

ている。

　『Waseda Vision50』の構想に沿い大学の博物館として

収蔵庫，陳列室の拡大，収蔵作品や企画の充実をはかり、

海外国内を問わず、学内外の研究教育に更に寄与していき

たい。

ますが、2011年度は時期を早め、９月７日から10月８

日まで、大隈記念タワー 125記念室で「早稲田四尊生誕

150周年記念 天野為之と早稲田大学」を開催しました。

（４）出版・刊行事業

①『早稲田大学史記要』：年１回、発行しています。2011年度

は、第43巻（A5判、304頁）を発行するとともに、Web公開化

（図書館運営の「早稲田大学リポジトリ」）をはかりました。

②『大隈重信関係文書』：大隈重信宛の書翰6000通余を

解読・編集し、差出人別の50音順に収録・刊行しています。

2004年10月の第１巻以来、毎年１巻ずつ刊行し、2011年

度刊行の第８巻では、徳富蘇峰74通、中江兆民６通、鍋島直

彬224通など、177名・818通を収録しました。全11巻の予定

で、これによって大隈をめぐる膨大な人的ネットワークと、多

種多様な意思と情報の交差状況が浮き彫りにされます。

（５）自校史教育の展開

①「早稲田学」：2011年度も、オープン教育センター設置科目として「早

稲田学」を開講し、学生に対して「創設者大隈重信」（前期、登録者150名）

と「近代史のなかの早稲田大学」（後期、登録者156名）を講義しました。

②新入生向け教育プログラム：2010年度に引き続き、オン

デマンド講義「わせだライフABC」のテーマ８「早稲田大

学の歴史を学ぶ」を担当しました（受講者1042名）。

（６）百五十年史編纂事業

大学史資料センターが委員会事務を担当し、基礎作業をすす

めています。2011年５月ならびに11月開催の編纂専門委員

会での検討を踏まえ、12月開催の編纂委員会において基本

方針、出版物の構成、資料収集の方針、編纂日程などが承認さ

れ、これをうけて2012年２月に専門委員会が開催されました。

（７）協力事業

各地域・団体の要請に応えて行なう業務を協力事業として位置づけ

ました。2011年度は佐賀市大隈記念館で開催された「大隈祭」（5月

15日）、高知県宿毛市で開催された「梓立祭」（2012年３月4日）に

講師を派遣し、茨城県常総市で開催された「風見章展」（2012年３

月4日～11日）に協力するとともに講師を派遣しました。

會 津 八一 記 念 博 物 館 の 動 き（ 2 0 11 年 度 ） 大 学 史 資 料 セ ンター の 動 き（ 2 0 11 年 度 ）

ご 挨 拶 ご 挨 拶

會津八一記念博物館館長　　藪 野 　健
( 理工学術院表現工学科教授 )

大学史資料センター所長　　大 日 方 　純 夫
( 文学学術院教授 )

大 学 史 資 料 セ ン タ ー會 津 八 一 記 念 博 物 館
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1. 演劇博物館

（1） 研究活動

（2） 教育活動

①グローバルCOE
Ａ．「演劇・映像の国際的教育研究拠点」（括弧内はコースリーダー）

Ｂ．演劇映像学連携研究拠点主催　公開講座

Ｂ．グローバルCOE主催　公開講座

日本演劇研究（和田修）　東洋演劇研究（平林宣和）　西洋演劇研究（岡室美奈子）
舞踊研究（鈴木晶）　　　映像研究（小松弘）　　　   芸術文化環境研究（藤井慎太郎）

開催日・会場 タイトル 講　師

2011/06/14　小野記念講堂 フォーラム「大震災と芸術文化　現場からの証言」 新沼祐子、鈴木拓、大石時雄、松本小四郎、伊藤裕夫

2011/06/15　26 号館 302 会議室 「アメリカにおけるダンス研究」 リン・ガラフォラ

2011/06/25　国際会議場第 1 会議室 2011 年度第 1 回博士論文成果報告会 本多まりえ、大木シエキエルチャック絢深、上田学、秋野有紀、木村涼

2011/10/15　7 号館ファカルティラウンジ 黄愛華先生特別講義 黄愛華

2011/11/25 ～ 27　大隈小講堂 国際シンポジウム「16 ～ 18 世紀演劇の諸問題」

戸口民也、オディール・デュスッド、児玉竜一、青柳有利子、西
村光弘、パヴェル・スラフコ、曹　、橋本能、賀古唯義、ミカエル・
デプレ、落合理恵子、木村涼、榎本恵子、ブルーナ・フィリッピ、
萩原芳子、竹本幹夫、王星荣

2012/1/14　36 号館 681 教室 国際研究集会『中国映画史への新たな視点』 石川、小松弘、山本律

2012/01/27 ～ 29　国際会議場 国際シンポジウム「ACTING ー演じるということ」

エリン・ブラニガン、キム・ソヨン、クリスティアン・ビエ、鄒元
江、チャールズ・マッサー、陳世雄、柄本明、小田島雄志、里見実、
大楽亮、内山美樹子、石井達朗、瀬戸宏、伊藤裕夫、松井憲太郎、
摂津隆信、森佳子、新田孝行、木村涼、谷口紀枝、ヨハン・ノル
ドストロム、仁井田千絵、小川佐和子、越智雄磨、宮川麻理子、
角井誠、宮本明子、岡田万里子、中村仁、久米宗隆、本多まりえ、
菊地浩平、梅山いつき、川島京子、川島健、志村三代子、田草
川みずき、光岡寿郎、李宛儒、竹本幹夫、秋葉裕一、岡室美奈子、
児玉竜一、鈴木晶、平林宣和、藤井慎太郎

②特色ある共同研究拠点の整備の推進事業
Ａ．「演劇映像学連携研究拠点」（括弧内は研究代表者）
 a.テーマ研究　８件
・日本における中国古典演劇の受容と研究（岡崎由美）
・台本による歌舞伎作品復元の調査・研究（古井戸秀夫）
・舞台芸術　創造とその環境　日本／世界（藤井慎太郎）
・演劇博物館所蔵映画フィルムの調査、目録整備と保存活用（入江良郎）
・日本映画、その史的社会的諸相の研究（岩本憲児）
・演劇研究基盤整備：舞台芸術文献の翻訳と公開（秋葉裕一）
・能・昆劇の比較研究　－日中伝統演劇の現在と未来（佐藤信）
・伎楽面の総合的研究及び復元模刻制作（籔内佐斗司）
 b.公募研究　11件
・20世紀前半期における日本の記録映画受容全史（奥村賢）
・坪内逍遙遺文の網羅的収集調査と紹介に関する研究（松山薫）

・日本映画における〈国家〉の表象と文化的〈公共性〉の構築に関する
学際的研究（山本佐恵）

・明治・大正期の歌舞伎興行と狂言作者の周辺についての研究（神田由築）
・帝政期ロシア映画関連資料の多角的研究（大傍正規）
・河竹黙阿弥の作品研究（岩井眞實）
・戦後映像文化史におけるオルタナティヴ的実践についての実証的研

究―幻灯／スライドメディアの再評価及び映画・演劇界との連携の実
態の検証を中心に―（鷲谷花）

・近代日露演劇交流とその文脈（上田洋子）
・「鴻池幸武・武智鉄二関係資料」の公開に向けた研究・調査（児玉竜一）
・無声映画のフィルムとテクストの対照にもとづく相互的同定研究（上田学）
・日本における近代音源資料アーカイブ－蝋管以降の特殊音源を中心

として－（飯島　満）

開催日・会場 タイトル 講　師

2011/3.4
11号館
704教室（3日）
503教室（4日）

日本演劇学会・
秋の研究集会
大会テーマ「災害と演劇」

秋葉裕一（早稲田大学）、谷川道子（東京外国語大学名誉教授）、鴻英良（演劇批評家） 、内野儀（東京大学）、藤井慎太郎
（早稲田大学）、伊藤裕夫（早稲田大学演劇博物館）、今岡謙太郎（武蔵野美術大学）、阿部仲麻呂（上智大学）、原田真澄 
（早稲田大学演劇博物館）、日置貴之（東京大学大学院博士課程）、市川明（大阪大学）、林立騎（早稲田大学演劇博物館）、

伊藤佳世子（京都大学）、高橋慎也（中央大学）、中島裕昭（東京学芸大学）、西堂行人（近畿大学）、マルタン・ジャン=フィ
リップ（早稲田大学大学院博士課程）、小菅隼人（慶應義塾大学）、橋本裕之（盛岡大学）、毛利三彌（成城大学名誉教授）

①オープン教育センター設置科目
a. ＜講義科目＞

「文化財研究入門」（春期）
和田修／小松弘／竹本幹夫／丹尾安典／中川武

「現代演劇入門」（夏季集中）坂内太／水谷八也
「舞台美術と演劇」（春期）竹本幹夫／坂本麻衣／寺田詩麻
「演劇 ･ 映像研究の最前線」（秋期）秋葉裕一／小松弘／澤田敬司／
竹本幹夫／間瀬幸江／八木斉子

b. ＜テーマカレッジ演習科目＞
　　　アート [ 創造と鑑賞 ] 
　　　「日本演劇いま・むかし」（春期）竹本幹夫
　　　「日本演劇にし・ひがし」（秋期）竹本幹夫
　　　「映像に現代を読む（基礎）」（春期）中島裕昭
　　　「映像に現代を読む（発展）」（秋期）中島裕昭
　　　「日本演劇名作案内（中世近世）」（春期）寺田詩麻
　　　「日本演劇名作案内（近世近代）」（秋期）寺田詩麻

2. 會津博物館

（1） 研究活動 （2） 教育活動

①早稲田をめぐる近代洋画家に関する調査・研究
②會津八一往復書簡の翻刻
③戦後日本における美術の動向と
　美術批評に関する調査・研究
④パプアニューギニアにおける民族美術品の伝統と
　現状に関する調査・研究
⑤所蔵・寄贈資料の調査・研究

①学部等授業への協力：文学学術院、政
治経済学術院、法学学術院、教育・総
合科学学術院、理工学術院、芸術学校、
オープン教育センター等

②博物館実習 ( 学芸員資格夏季集中講座 )
への協力：レクチャールーム、展示室で
の博物館実習への支援として

③他大学や中・高校生への展示説明：他大
学の見学授業、修学旅行、学校見学会
等課外授業見学者の受入れ

④学内外生涯教育への協力：エクステンショ
ンセンター受講生の受入、市民団体等一
般見学者の受入れ

⑤展覧会におけるギャラリートークの充実

3. 大学史資料センター

（1） 研究活動 （2） 教育活動

①早稲田大学百五十年史編纂
②大隈重信関係文書翻刻・編集プロジェクト：
　本学の所有する大隈重信関係書翰6000通の翻刻（8年目）
③比較大学史研究：高等教育研究をはじめとする比較大学史
④大学行政文書の管理保存体制(大学アーカイブズ機能)
⑤所蔵・寄贈資料の調査研究

①オープン教育センター設置科目：「早稲田学」
②新入生向け教育プログラム：早稲田ライフABC」
③中・高校生への展示説明：修学旅行・課外見学者等の受入
④学内外生涯教育への協力：エクステンションセンター他受入

4. 文化企画課

（1） 教育活動

①第 14 回おもしろ科学実験教室 ( 軽井沢町、鴨川市 )：理工学術院との共催
②美濃加茂市学生演劇公演：美濃加茂市で演劇ワークショプと学生の演

劇公演を実施
③早稲田学生文化・芸術祭 2011：学生部との共催

④早稲田文化芸術週間 2011：大学箇所・教職員の文化発信を支援
⑤講堂設備技能判定会・初心者説明会：照明設備 ( 大隈講堂・小野講

堂 )、音響設備 ( 小野講堂 )・・・詳細は 45 ページを参照

シンポジウムを含め総数 130 件
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③グローバルＣＯＥ研究生受入（１７６名）
青柳有利子、秋野有紀、阿部さとみ、石坂安希、伊藤愉、伊藤優子、伊藤由紀、伊藤りさ、稲木徹、稲澤夕子、岩田和子、岩田好美、Ivanova Elena、上田学、
上田洋子、埋忠美沙、梅原宏司、梅宮悠、梅山いつき、江口文恵、江口正登、エグリントンみか、榎本恵子、大江千晶、大木シエキエルチャック絢深、大久保
遼、大河内文恵、大崎さやの、岡田万里子、岡本佳子、小川佐和子、越智雄磨、落合理恵子、柿谷浩一、葛西周、片岡昇、勝岡ゆかり、Katja Centonze、神
岡理恵子、紙屋牧子、神山左文、神崎舞、魏名婕、菊池慶子、岸本佳子、北浦寛之、北原まり子、北村紗衣、木原圭翔、金世一、金昭賢、金牡蘭、木村智哉、木
村涼、景英淑、久米宗隆、黒田譜美、小泉勇人、Kohno Ruxandra、小島智章、後藤大輔、小林奈央子、近藤のぞみ、近藤弘子、今野史昭、斎藤慶子、齋藤
理恵、佐藤和道、佐藤英、佐藤洋、佐藤良子、佐野勝也、施瑜、Stadler Sabine、柴田葵、柴田隆子、沈池娟、志村三代子、周重雷、Schmitt Pia、白井史人、
申素政、鈴木信一、鈴木哲平、鈴木直子、鈴木啓文、鈴木美穂、須藤遙子、角井誠、摂津隆信、冉小嬌、Centeno Marcos、高岡智子、高山典子、瀧陽子、
滝口健、竹田恵子、武田康孝、橘千早、谷口紀枝、田ノ口誠悟、田村景子、田村千穂、田村奈穂子、崔盛旭、張景珊、陳凌虹、辻周吾、辻川美和、堤春恵、堤龍
一郎、Thiele Denise、土居伸彰、藤堂寛子、長嶋由紀子、中津川祥子、長門洋平、中野正昭、中村仁、中村美帆、成田雄太、仁井田千絵、西村光弘、西元康
雅、新田孝行、野口方子、Nordstroem  Johan、袴田麻祐子、萩原里香、波多野眞矢、羽鳥隆英、馬場広信、林立騎、林三博、原田信、伴俊典、日置貴之、
Bjoerk Tove、片龍雨、平井李枝、平塚順良、平林一成、深澤南土実、深澤希望、深谷大、藤原麻優子、藤原曜、Brazhnikova Violetta、許娟姫、BEAUD 
SYLVIE、星野高、堀切克洋、本多まりえ、馬玉晶、Matrai Titanilla、松井智子、松岡浩史、松田智穂子、水田佳穂、宮川麻理子、宮坂礼、宮本明子、宮本啓
子、宮脇永吏、閔愛善、村上由美、村瀬民子、森佳子、森本美樹、柳下惠美、柳瀬千穂、山本彩加、横堀応彦、芳野まい、Rodion Trofimchenko、渡邉大輔

c. ＜大学院テーマカレッジ演習科目＞
　　　演劇と映像
　　　「現代演劇特論（入門）」（春期）秋葉裕一
　　　「現代演劇特論（発展）」（秋期）秋葉裕一
　　　「現代演劇と多文化主義（入門）」（春期）東晴美
　　　「現代演劇と多文化主義（発展）」（秋期）東晴美

④外国人研究者受入
a.訪問学者
　黄　愛華（杭州師範大学教授）2011年9月21日～11月18日

b.招聘研究員
　グロスマン・アイケ（フランクフルト大学日本語学部助教）
　　2011年12月1日～2012年3月31日
　ルマーネク・イワン（マサイク大学文学部日本研究センター教授）
　　2012年1月1日～2012年3月31日

c.交換研究員
　閆　　春（山西師範大学戯曲文物研究所講師）
　　2010年11月20日～2011年11月19日
　楊　　慧（山西師範大学戯曲文物研究所助教）
　　2011年6月1日～11月30日

　　　「日本の伝統演劇論（入門）」（春期）三宅晶子
　　　「日本の伝統演劇論（発展）」（秋期）三宅晶子
　　　「日本映画と演劇（入門）」（春期）藤井仁子
　　　「日本映画と演劇（発展）」（秋期）藤井仁子
　　　「演劇とその周辺（入門）」（前期）八木斉子
　　　「演劇とその周辺（発展）」（秋期）八木斉子

②教育学部の博物館実習科目への協力（週７コマ）
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「六世中村歌右衛門展－私の愛したお役－」
2011年3月25日（金）～4月25日（月）

演劇博物館　１F：六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館

松竹株式会社／社団法人 日本俳優協会

　没後10年にあたる2011年の歌右衛門展

は、歌右衛門丈が好み、特に大切にしていた

「片はずし」の役々を紹介した。当り役『伽

羅先代萩』の政岡や『仮名手本忠臣蔵』の戸

無瀬などは、赤姫や傾城のように若くて美し

いお役とはことなり、年増の風格と威厳、母

としての強さが必要とされる。歌右衛門丈の

役に対する誠実さと愛情を、当館所蔵の舞

台写真や映像によって振り返った。

会期

会 場

主催

協力

展 覧会 演 劇博 物館

初代中村吉右衛門は、近代歌舞伎に大き

な足跡を残した名優の一人である。大正か

ら昭和にかけて数多くの観客を魅了し、戦

後は斯界の重鎮として活躍、文化勲章の栄

誉にも輝いた。得意とした時代物を中心に、

現在でも播磨屋の型や芸が伝えられてい

る。近代歌舞伎の歩みと併せて、今回は館

蔵品を中心に、当代吉右衛門家のご協力を

仰ぎ、初代吉右衛門の足跡と芸を辿る事に

よって、古典歌舞伎の魅力を紹介する展覧

会とした。

2011年7月2日(土)～8月7日(日)　

演劇博物館　１F：企画展示室Ⅰ

演劇博物館

会期

会 場

主催

「初代中村吉右衛門展」

展 覧会 演 劇博 物館

近世後期に活躍した不世出の名優七代目

市川團十郎の生誕220年という節目に開

催された本展示。市川團十郞家秘蔵の軸や

「鎌○ぬ」看板など七代目ゆかりの品々と

共に、今回は信州川路の関島家より寄贈・

寄託された興行関連資料及び七代目と関島

家の親密な交流をうかがわせる長大な書簡

類や屏風、軸、七代目着用の浴衣や宿着、

茶道具一式など、数多くの品々を紹介し

た。また、「旅行く七代目」というコーナー

を設け、七代目の地方興行をクローズアップ

した。

2011年9月21日(水)～11月13日(日)

演劇博物館　企画展示室Ⅰ

演劇博物館

会期

会 場

主催

「七代目市川團十郎展－生誕 220 年によせて－」

展 覧会 演 劇博 物館

1981年、劇作家・演出家の永井愛が、同じ

劇団に所属していた大石静（現・テレビ脚

本家）とともに女性二人だけの劇団「二兎

社」を旗揚げする。本展では、以来30年に

わたる永井愛と二兎社の活動の軌跡を、ポ

スター・チラシ・自筆原稿等を中心にたどっ

た。また6月から始まったPart2では80年代

からの貴重な舞台映像の上映と、最新作『シ

ングルマザーズ』の舞台を、衣裳・写真・舞

台模型・作者の構想ノート等で再構成した。

Part1:2011年3月1日（火）～8月7日（日） Part2:2011年6月25日(土)～8月7日（日）

Part1:演劇博物館3階現代コーナー Part2:演劇博物館2階企画展示室Ⅱ

演劇博物館

二兎社

会期

会 場

主催

協力

現代演劇シリーズ第 37 弾 二兎社３０周年記念展

「永井愛と二兎社の世界―３０年の軌跡をたどる―」

展 覧会 演 劇博 物館

　昭和を代表する舞台美術家・伊藤熹朔

（1899-1967）。40年余の創作活動は、新

劇から新派、歌舞伎、音楽劇にいたるまで

多岐にわたる。熹朔のご息女伊藤弘子氏に

より当館に寄贈された新劇系・音楽劇の舞

台装置図の他、（財）松竹大谷図書館のご協

力により新派・歌舞伎の装置図も加わり、熹

朔の活動全体を一挙に振り返る機会となっ

た。また、舞台美術という分野から昭和の演

劇史に新しい光をあてる試みともなった。

2011年5月13日（金）～6月19日（日）

演劇博物館　
１階六世中村歌右衛門記念特別展示室
２階企画展示室Ⅰ・Ⅱ

演劇博物館

NPO 法人 ペタ・アートネットジャパン

松竹株式会社
財団法人 松竹大谷図書館
東京藝術大学美術館他

芸術文化振興基金

会期

会 場

「表象とかたち－伊藤熹朔と昭和の舞台美術－」

協力

助成

展 覧会 演 劇博 物館

主催

共 催

展 覧会 演 劇博 物館

京都を中心に活動を続けるアーティスト

集団「ダムタイプ」が1994年に発表したパ

フォーマンス『S/N』は、15年以上経過した

今日でも言及されることの多い、日本の舞台

表現史に残る作品として知られている。本展

では半ば神話化しつつある『S/N』を、それ

が成立した〈1990年代の京都〉という空間

に置き直し、当時京都で起こっていた関係

の深い出来事を記したボードや、地図、出演

者・制作者たちへのインタヴュー映像、来場

者も書き加えられる年表などによって、改め

て捉えようと試みた。

2011年9月21日（水）～2012年2月4日（土）

演劇博物館　現代コーナー

演劇博物館

京都精華大学情報館メディアセンター　LIFE with ART アーカイブ・プロジェクト

現代演劇シリーズ第 38 弾

「LIFE with ART ～ダムタイプ『S/N』と90年代京都～」

会期

会 場

主催

協力

催
し
物

催
し
物
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品
・
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示
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力
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「ピーター・ブルックとシェイクスピア展」
2011年10月21日(金)～2012年4月15日(日)

演劇博物館　1F：シェイクスピア室

演劇博物館／公益財団法人 埼玉県芸術文化振興財団

ブルックは、シェイクスピアを誰も超えたこと

がない規範であると賞賛しながらも、長い

上演史の中で形作られてきた伝統にとらわ

れず、テクストに対してさえ自由な取り組み

を続けてきた。多様な演出作品に一貫して

見られるのは、観る者それぞれの想像、解釈

を活かす演出がなされているということ。本

展示では、伝統を打ち破った『真夏の世の

夢』などを中心に、大作に対するブルックの

取組みにせまった。

会期

会 場

主催

展 覧会 演 劇博 物館

「日活向島と新派映画の時代展」
2011年12月3日（土）～2012年3月25日（日）

演劇博物館　2F：企画展示室Ⅰ

演劇博物館

2012年は、世界の映画会社のなかでも有

数の歴史を有する日活が、創立から百年目

を迎える年である。この機会に当館では、日

活が大正時代に隅田川の河畔に建設した、

向島撮影所に焦点を当てた企画展「日活向

島と新派映画の時代展」を開催。

新派劇をはじめとして、歌舞伎や新劇といっ

た、日本の近代演劇の多様な潮流の影響を

色濃く受け、新派映画という独特な映像表

現を開花させた、向島撮影所の歴史と魅力

を振り返った。

会期

会 場

主催

展 覧会 演 劇博 物館

「中国人留学生と新劇展」
2011年10月15日(土)～2011年12月22日(木)

演劇博物館　企画展示室Ⅱ

演劇博物館

展 覧会 演 劇博 物館

会期

会 場

主催

中国において、新劇はどのようにして生まれ

発展していったのか。『中国人留学生と新

劇展』では日本や欧米に留学した中国人留

学生たちが中国での演劇の近代化にいか

に貢献したのかを当時の資料と共に紹介し

た。展示では中国人留学生の演劇活動だけ

ではなく、当時の日本側の同時代の演劇資

料からも彼らの活動を振り返る、いわば日中

近代演劇交流史としての側面を持つ充実し

た内容となった。

「世阿弥を継ぐ－十五世観世大夫元章の革新－」
2011年11月1日(火)～2011年12月22日(木)

演劇博物館　1F：六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館

財団法人 観世文庫／法政大学能楽研究所／神戸女子大学古典芸能研究センター 他

観世流中興の祖ともいわれる十五世観世大

夫元章（1722-1774）。彼が断行した能楽改

革〈明和の改正〉は、江戸後期の能楽史上に

大きな波紋を巻き起こした。世阿弥伝書を

はじめとする観世家歴世の伝書類をひもと

きながら、時代にそくした能楽とは何か？を

問い行動に起こした観世元章の事績を、当

館所蔵の「観世元章注入り『花鏡』」「副言巻」

「風姿花伝他合写本」や（財）観世文庫、法

政大学能楽研究所の出品協力によってふり

かえった。

会期

主催

協力

展 覧会 演 劇博 物館

会 場

増田三男　清爽の彫金―そして、富本憲吉

彫金で人間国宝に認定された増田三男

（1909～2009）の回顧展。東京国立近代

美術館工芸館と早稲田大学會津八一記念

博物館の共催により、二つの会場で同時開

催を実現した。本展覧会は2009年、増田

三男と富本憲吉（同じく人間国宝、1886～

1963）による陶芸とその関連作品計39点を

ご寄贈いただいたことにより実現した。富本

から学んだ「模様より模様を造るべからず」

という写生の極意を継いだ増田による植物

や動物をモチーフとした彫金の技と、富本

の描き出す個性あふれる文様の融合から生

まれた作品を展示し、ふたりの生涯を通じ

た交友にスポットを当てた。

2011年5月17日（火）～2011年6月18日（土）

會津八一記念博物館　1F：企画展示室

會津八一記念博物館・東京国立近代美術館工芸館

会期

会 場

共 催

展 覧会 會津 博 物館

展 覧会 會津 博 物館

古美術商を営んでいた故小林克弘氏（屋号は荻泉

堂）によって収集され、2009年に当館に寄贈され

た荻泉堂コレクションを初公開。江戸時代に上方・

長崎・中京など各地で活躍した文人画家たちの作

品を展示。荻泉堂主人が目指した「文人画の復権」

を道しるべに、有名無名、国内外を問わず、「画家

は作品によって評価されるべきだ」という信念のも

とに集められたコレクションの魅力を紹介した。荻

泉堂コレクションのうち江戸を中心とする画家た

ちの作品は世田谷区立郷土資料館に寄贈され、既

に展覧会も開かれており、本展覧会の実現により、

荻泉堂コレクションの全貌を明らかにできた。

2011年6月24日（金）～7月30日（土）

會津八一記念博物館　1F：企画展示室、2F：常設展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

荻泉堂コレクション受贈記念

江戸時代の文人画

主催

催
し
物

催
し
物

出
品
・
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示
協
力

出
品
・
展
示
協
力
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創立 125 周年記念寄贈作品による「都市と絵画」展

本展覧会は早稲田大学文化推進部および

早稲田大学會津八一記念博物館の共催に

より開催された。現在の會津八一記念博物

館の近代日本絵画コレクションは、創立70

周年および100周年の際に寄贈された絵

画作品をもとに形成されている。これらの寄

贈は坂崎坦・坂崎乙郎両教授の呼びかけに

より実現したものであるが、本学が誇るこれ

らのコレクションに、このたび創立125周年

を記念して寄贈された計44点の絵画が加

わった。佐野ぬい、松尾敏男、山本貞ら現代

画壇を代表する作家の手によるこれらの作

品を博物館内に一挙展示した。

2011年10月3日（月）～2011年11月6日（日）

會津八一記念博物館　１F：企画展示室

會津八一記念博物館・文化推進部

会期

会 場

共 催

展 覧会 會津 博 物館

達磨・だるま・ダルマ

禅宗の初祖達磨はことに近世以降たくさん

の禅師たちによって描かれてきた。多くは

半身の達磨図で、衣の線をグイッと一筆で

引いた白隠慧鶴の半身達磨の嚆矢は近世

初頭の風外慧薫のそれであるといわれてい

る。また、達磨伝に取材し「盧葉達磨」「面壁

達磨」「隻履達磨」などが描かれる。この展

覧会は「達磨・だるま・ダルマ」と題し、旧富

岡美術館の所蔵品から風外・白隠・遂翁・東

嶺・春叢・蘇山・仙厓などによる達磨図を展

示した。

2011年５月６日（金）～６月25日（土）

會津八一記念博物館　1F：富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

工芸にみる花文様

壺や皿、盆は古今東西さまざまな花文様で

飾られてきた。梅・桜・牡丹・蓮・菊・秋草・椿

そしてこの世の花ならぬ宝相華。皿の見込

みや盆の平面を画幅に見立てて描かれる

花、壺の胴部などの曲面を回り舞台のよう

に使って描かれるもの、写生される花も文様

化された花もある。また制作された時代や

場所によって花々はいろいろに変化する。

展示室を庭園に見立て、花々で飾られた器

の数々を展示した。

2011年７月１日（金）～８月７日（日）

會津八一記念博物館　1F：富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

茶碗

富岡重憲氏は客人をもてなす時、客人に合

わせて茶碗を選んだといわれ、和物茶碗・

高麗茶碗は各20余碗、これに唐物茶碗を足

せば50件ほどの茶碗類が伝えられている。

この中から30碗ほどと佐々木および延原コ

レクションの黒楽茶碗を加え、壁面には卓

洲胡僊筆の「喫茶去」、松平不昧賛「武蔵野

図」、後土御門天皇筆の「和歌懐紙」などを

展示した。また鑑賞の一助に、代表的な3点

の茶碗の重さと同量のお手玉を作り茶碗の

手重りを体感してもらった。

2011年11月18日（金）～2012年２月４日（土）

（但し12月23日（金）～1月5日（木）休館）

會津八一記念博物館　1F：富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

展 覧会 會津 博 物館

一行書 ･二行書

禅宗の僧侶たちが一行あるいは二行に、

「臨済是達磨骨髄」などのように禅の真髄

を示したことば、「鴉飛古村霜」のように偈の

一部などを表した26点の書を撰び展示し

た。筆者は大徳寺派の玉室宗伯(147世）、

江月宗玩(156世）、白隠慧鶴とその弟子遂

翁元廬・東嶺圓慈、孫弟子にあたる隠山惟

琰、古月の系譜を引く誠拙周樗ほか、曹洞宗

からは月舟宗胡、天桂傳尊、黄檗宗からは

隠元隆琦など、臨済宗14名、曹洞宗4名、黄

檗宗3名の計21名。

2012年３月２日（金）～４月25日（水）

會津八一記念博物館　1F：富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

展 覧会 會津 博 物館

主催

主催

2010年度も多くの校友や大学関係者から

貴重な資料が寄贈された。

それは早稲田大学とそこに集った多様な

人々の軌跡を活き活きと蘇らせてくれる。

本展では写真や軸物を中心にそうした寄贈

資料の一部を展示し、起伏に富んだ早稲田

の軌跡に新たな光を当てた。

2011年6月24日(金)～8月7日(日)

大隈記念タワー　10F:125記念室

大学史資料センター

会期

会 場

主催

展 覧会 大学史資料センター

2010 年度受贈資料展―資料にみる早稲田の軌跡― 

催
し
物

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

出
品
・
展
示
協
力
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業
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業
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動

研
究
活
動
・
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育
活
動

展
覧
会

展
覧
会

早稲田四尊生誕１５０周年記念　天野為之と早稲田大学展

高田早苗・坪内逍遙・市島謙吉とともに「早

稲田四尊」の一人に数えられる、天野為之

の展示会を開催した。天野は明治期の代表

的な経済学者・経済評論家として知られた

ほか、東京専門学校（現早稲田大学）の創設

に参加し、のちに早稲田実業学校校長、大

学部商科（現商学部）初代科長、大学第二

代学長を務めた。本展示会では、その生誕

百五十年を記念して早稲田と天野を結ぶさ

まざまな資料を紹介し、その隠れた功績に

光を当てた。

2011年9月7日(水)～10月8日(土)

大隈記念タワー　10F:125記念室

大学史資料センター

会期

会 場

展 覧会 大学史資料センター

2011 年度 美濃加茂市・早稲田大学 文化交流事業 共催展
没後 50 年津田左右吉展

日本古代史、東洋思想史で多くの業績をの

こした津田左右吉（1873～1961）没後50

年にあたり、本展は美濃加茂市と早稲田大

学の文化交流事業の一環として開催。津田

は美濃加茂市出身、東京専門学校（現在の

早稲田大学）に学び、のちにその教壇に立っ

た。本展では、美濃加茂市と早稲田大学が

所蔵する関係資料を中心に、津田の生涯と

研究成果についてあらためて検証するとと

もに、これまで知られる機会の少なかった貴

重な資料から、津田の学問と人間像につい

て新たな側面も紹介した。

2011年10月15日(土)～12月4日(日)

大隈記念タワー　10F:125記念室

2号館 2F:津田記念室／みのかも文化の森　美濃加茂市民ミュージアム　　

主催　早稲田大学／美濃加茂市民ミュージアム

展 覧会 文化企画課

会期

会 場

主催・共 催

展 覧会 文化企画課

埼玉県鶴ヶ島市寄贈　オセアニア民族造形美術品展

第１期：多様な民族世界
2010年度に埼玉県鶴ヶ島市から寄贈を受けた「オセアニア民族造形美術品」のお披露目
展。寄贈された資料は、種類・地域とも多岐にわたり、現在では製作されなくなってしまった
ものも多く、世界的にみても貴重なコレクションである。
本展覧会では、セピック川流域に見られる精霊の家の資料を中心に、高地部や海岸地域の
資料など、寄贈資料に含まれる多彩な民族資料を展示した。
展覧会初日には、鶴ヶ島市長、教育長、原収集者の御令弟などを招き、オープニングセレモ
ニーを行った。
第２期：あらわれた霊のかたち

「あらわれたる霊のかたち」と副題を付す本展では、寄贈資料の中核を占めるパプアニュー
ギニア・セピック川流域の仮面や精霊像を中心に、さらに当地域の世界観を象徴する精霊
の家に関する品々を併せて展示することで人々の精神世界が垣間見える空間づくりを目指
した。
第３期：現

い ま

代に伝う暮らしのかけら
「現

い ま

代に伝う暮らしのかけら」と副題を付す本展では、主要な食糧のひとつであるサゴヤシ
澱粉を採取する道具やその調理具、ヤムイモの収穫儀礼に関連する品々、部族間の戦争に
用いる武具、そして装身具を展示し、パプアニューギニアに暮らす人々の実生活により近い
空間づくりを目指した。

會津博物館  : 2011年11月21日(月)～2012年1月12日(木)　　　　會津博物館

文化企画課1 : 2011年12月12日(月)～2012年2月29日(水)　   　　文化企画課

文化企画課2: 2012年3月10日(土)～2012年4月21日(土)　     　　文化企画課

會津八一記念博物館 1F:企画展示室／125記念室（文化企画課）

會津八一記念博物館・文化企画課

埼玉県鶴ヶ島市・鶴ヶ島市教育委員会

会期

会 場

共 催

協力

會津 博 物館

勇気の人－杉原知畝～助けられた命のメッセージ～
2011年7月14日（木）～23日（土）

ワセダギャラリー

文化企画課

NPO法人ホロコースト教育資料センター、千畝ブリッジングプロジェクト、
早大生ボランティア

展 覧会 文化企画課

7月23日（土）に大隈講堂で行われた杉原千

畝の演劇公演「センポ・スギハァラ　再び夏

へ」の関連企画。第二次大戦中、ユダヤ人に

日本の通過ビザを発給し、六千人以上の命

を救った元リトアニア日本領事代理・杉原千

畝の功績を、中高生にもわかりやすい内容

でパネル展示し、関連ビデオも上映された。

知畝の顕彰活動をしている「地畝ブリッジン

グプロジェクト」を中心とした本学学生達よ

り、自ら運営ボランティアの申し出があり、学

生達が中心となって展示の準備や来場者へ

のガイドを行った。

会期

会 場

主催

協力未着

ドイツとの出会い
～早稲田大学における日独交流 150 周年記念行事～

展 覧会 文化企画課

歴史的にドイツとの関係が深く、これまで学

習や研究の場としてドイツの恩恵を受けてき

た学生・教職員も多いことから、本学のドイツ

に対する感謝の姿勢と友好の絆を示す機会

をと願い、以下のパネル展示を行なった。

１．ドイツの風景、２．ドイツと早稲田大学

の交流、３．ひかり・あかり、４．日独合作映画

「赤い点」紹介、５．ドイツ学術交流会紹介・

ドイツ観光局紹介、６．映像：ドイツ紹介

2011年5月16日(月)～6月1日(水)

ワセダギャラリー

国際部・文化推進部

ドイツ大使館、ドイツ学術交流会(DAAD)、ドイツ観光局(GNTO)

会期

会 場

共 催

主催

協力

催
し
物

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

出
品
・
展
示
協
力

※「戦地に逝ったワセダのヒーロー  ー松井栄造の24年ー」（大学史資料センター主催）は、東日本大震災の影響により延期となった。
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動
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会
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会

文
化
事
業

文
化
事
業

日時

会 場

司会

主催

松竹株式会社、株式会社俳優座劇場
NPO 法人ペタ・アートネットジャパン

長谷川勘兵衞（舞台美術家）
英　太郎 ( 新派俳優 )
原　恒雄 ( 株式会社 俳優座劇場会長 )

芸術文化振興基金

2011年5月23日(月)14:45～16:15

大隈記念講堂小講堂

演劇博物館

小石新八
(武蔵野美術大学名誉教授)

講 師

助成

協力

「表象とかたち－伊藤熹朔と昭和の舞台美術－」関連演劇講座

「舞台美術と演出の役割」

新劇から新派、歌舞伎、音楽劇にいたるまで、

あらゆる分野の舞台装置を手掛けた昭和を代

表する舞台美術家・伊藤熹朔（1899-1967）。

40年にわたる創作活動を3人の講師を迎え振

り返った。歌舞伎の舞台装置を設計されてき

た長谷川勘兵衞氏と、新劇の舞台美術を手掛

けられている原恒雄氏は、創作の現場の視点

から、また、新派俳優・英太郎氏は“舞台”で演

じる立場から、熹朔をはじめ現代の舞台美術

家の仕事について徹底討論された。

講 演 演 劇博 物館

「初代中村吉右衛門展」関連演劇講座

「初代吉右衛門映画祭Ⅰ」上映会「熊谷陣屋」（昭和25年）

2011年7月13日（水）　14：00～16：30

小野記念講堂

演劇博物館

児玉竜一（早稲田大学教授）

日時

主催

会 場

講 師

前半に、文学学術院児玉教授による展覧会

の資料解説と、初代吉右衛門の芸と足跡の

紹介があり、その後、初代吉右衛門が残した

記録映画「熊谷陣屋」を上映・鑑賞した。古

典歌舞伎中の名作であり、当代吉右衛門丈

の当たり役でもある珍しい映像とあって、当

日は沢山の来場者で、立ち見が出る盛況と

なった。

講 演 演 劇博 物館

シェイクスピア祭 2011

「ナンとシェイクスピア！―テレビで表現される作品世界―」

本山哲人氏をお招きして、テレビで表現され

るシェイクスピアについてご講演いただい

た。特にトレバー・ナン演出の舞台をもとに

した作品を中心に、テレビというプライベー

トな媒体が、抽象的な表現によって作品世

界の広がりを持たせることや、ズームアップ

などの効果によって心理的な描写もでき、ま

たホームコメディーの伝統をも受け継いで、

私たちによって身近なものとして受け入れ

られ得ることについて、映像などを交えてお

話しいただいた。

2011年4月22日（金）

早稲田キャンパス　6号館318教室

演劇博物館

本山哲人（早稲田大学法学学術院准教授）

日時

会 場

主催

講 師

講 演 演 劇博 物館

現代演劇シリーズ第37弾「永井愛と二兎社の世界－30年の軌跡をたどる－」

関連演劇講座「笑いは知性～永井愛と大石静の世界～」

講 演 演 劇博 物館

二兎社

永井愛（劇作家・演出家）
大石静（脚本家）

大笹吉雄（演劇評論家）

永井愛と大石静の30年にわたる活動を、演

劇評論家・大笹吉雄の司会で振り返った。演

劇ユニット「二兎社」創立時の思い出や、大

石脱退の経緯、その後のそれぞれの活動が

詳細に語られた。また1980年代の二兎社作

品『ヒロスケ』から、劇の冒頭、永井・大石が

踊るタップダンスの場面の映像が流され、

鼎談の途中では永井自身によって自作『ら

抜きの殺意』の一部が朗読されるなど、二人

の魅力を多面的に紹介する講座となった。

2011年7月5日(火)
18：30～20：00

小野記念講堂

演劇博物館

日時 協力

会 場

主催

講 師

司会

第 74 回　逍遙祭
前進座×演劇博物館

創立80周年を迎える劇団前進座をメイン

テーマに、逍遙訳沙翁劇「ベニスの商人」を

通して演劇博物館・逍遙との関わりをとりあ

げた。はじめに未公開写真や音声など貴重

資料を紹介、続いて記念講演では中村梅之

助丈により劇団創成期の逍遙との関わり、

苦難を越えて劇団を成長させてきたその道

程を熱く語っていただいた。当時の時代背

景や文化的意義を喚起する有意義な講座

となった。

講 演 演 劇博 物館

2011年6月17日（金）
14:30～17:00

大隈記念講堂小講堂

財団法人 逍遙協会

日時

会 場

主催

『逍遙作品と前進座と私』

四代目中村梅之助（劇団前進座代表）

濱口久仁子 ( 逍遙協会 )
・記録音声

・記録映像

演劇博物館20周年記念上演
（1948年10月14日収録）

前進座による 逍遙訳『ベニスの商人』
前進座公演(1996年 国立劇場にて収録)
逍遙訳『ベニスの商人』法廷の場より

講 演

資料紹介・解説

講 師

催
し
物

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

出
品
・
展
示
協
力

中村梅玉（歌舞伎俳優）
山川静夫（フリーアナウンサー、エッセイスト）

児玉竜一（早稲田大学教授）

2011年3月31日（木）
14：45～16：15

小野記念講堂

演劇博物館

松竹株式会社／財団法人 日本俳優協会

「六世中村歌右衛門展－私の愛したお役－」関連演劇講座

「六世中村歌右衛門を語る」

誰もが認める芸格と気品で、立女形として数多く

の役をつとめた六世中村歌右衛門。没後10年に

あたる2011年は、ご子息の歌舞伎俳優・中村梅

玉丈と古今の名舞台を知り尽くす山川静夫氏を

お迎えした。芸にも人としての品格にも厳しかっ

た父としての歌右衛門丈と、歌舞伎界のリーダー

としての歌右衛門丈―両者の異なる視点から昭

和を代表する名女形が語り尽くされた。

講 演 演 劇博 物館

日時

会 場

協力

主催

司会

講 師
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「初代中村吉右衛門展」関連演劇講座

「初代中村吉右衛門映画祭Ⅱ」上映会「盛綱陣屋」（昭和28年）
「世阿弥を継ぐ―十五世観世大夫元章の革新―」関連演劇講座

「二十六世観世宗家に聞く～十五世観世元章の姿～」

「ピーター・ブルックとシェイクスピア展」関連演劇講座

「ドキュメンタリー『Brook by Brook』特別上映＋トークセッション」
2012年3月11日(日) 15:00

小野記念講堂

演劇博物館／公益財団法人 埼玉県芸術文化振興財団

映画監督サイモン・ブルックが父ピーター・

ブルックを撮った貴重な映像で綴る『Brook 

by Brook』。トークセッションにはサイモン・

ブルック氏本人と東京大学教授の河合祥一

郎氏をお招きし、素顔のピーター・ブルック

についてお話いただいた。更に、数多く寄せ

られた会場からの質問にお答えいただきな

がら、映画も演劇と同じように観る度に違う

作品となり得るといった、サイモン氏の映画

論にまで話が及んだ。

日時

会 場

共 催

サイモン・ブルック（映画監督）
河合祥一郎（東京大学教授）

講 師

「七代目市川團十郎展－生誕 220 年によせて－」関連演劇講座

「七代目市川團十郎の芸と波瀾万丈の生涯」

早稲田文化芸術週間2011参加企画　現代演劇シリーズ第38弾
「LIFE with ART ～ダムタイプ『S/N』と90年代京都～」関連演劇講座

「シンポジウム ～「S/N」から“発明”する社会と繋がる方法論～」

「日活向島と新派映画の時代展」関連演劇講座

『うき世』（1916 年）上映会
2012年3月2日（金）
18：15～19：30

小野記念講堂

演劇博物館

小松弘

柳下美恵

日時

会 場

主催

解 説

伴 奏

『うき世』は1916年（大正5年）に製作され

た、現存する数少ない重要な日活向島作品

の一つである。新派映画で女形のスターと

して活躍した立花貞二郎をはじめ、関根達

発、大村正雄、横山運平ら、日活向島の前

半期を代表する俳優たちが出演している。

講座では無声映画伴奏者の柳下美恵氏を

お迎えし、演劇博物館が所蔵するプリント

を上映。また上映前には、映画史家で早大

文学部学術院教授の小松弘氏による、本作

の解説が行われた。

講 演 演 劇博 物館

講 演 演 劇博 物館

講 演 演 劇博 物館 講 演 演 劇博 物館

講 演 演 劇博 物館

講 演 演 劇博 物館

文
化
事
業

文
化
事
業

研
究
活
動
・
教
育
活
動

研
究
活
動
・
教
育
活
動

展
覧
会

展
覧
会

十二代目市川團十郎丈が登壇なさると会場

から「成田屋」という掛け声がかかり、それと

同時に万雷の拍手が鳴り響いた。團十郎丈に

は、「勧進帳」をはじめ、七代目の芸に対して

身振り、手振りを交えながら楽しくお話いた

だいた。大隈講堂は満員の来聴者の方々で

熱気に溢れ、楽しい時間はあっという間に過

ぎた。

2011年9月26日（月）
14：45～16：15

大隈記念大講堂

演劇博物館

日時

会 場

主催

十二代目市川團十郎丈
（歌舞伎俳優・早稲田大学特命教授）

木村涼（早稲田大学演劇博物館助手）聞き手

講 師

中村吉右衛門
（歌舞伎俳優・芸術院会員）

児玉竜一（早稲田大学教授）

初代吉右衛門は生涯に三本の記録映画を残し

ているが、その内のもう一本「盛綱陣屋」を上

映・鑑賞。その後、初代の孫で養子となられた二

代目中村吉右衛門丈をお迎えして、初代の思い

出や、播磨屋の芸を継承する場である秀山祭の

事などを伺った。人間国宝に認定された直後で

もあり、会場の大隈大講堂だけでは足りず、小講

堂でのスクリーン中継もしたが、そこでも立ち見

が出る程の入場者数であった。校友でもある吉

右衛門丈も、万雷の拍手と「播磨屋」の声に迎え

られて、久しぶりの母校を楽しんでおられた。

2011年8月2日（火）
14：00～17：00

大隈記念大講堂

演劇博物館

日時

聞き手

講 師

会 場

主催

第一部ではダムタイプのパフォーマンス『S/N』の映像

を上映。第二部では『S/N』やダムタイプの活動、その

中心的なメンバーだった古橋悌二をめぐって、「アー

トと社会」をテーマに、四方氏・畠中氏・ブブ氏からの

プレゼンテーションと講師全員によるシンポジウムが

行われた。特に東日本大震災後という状況を踏まえ、

「アートは可能か」という問いと、『S/N』が現代社会

に提起する可能性について議論が交わされた。

2011年10月28日(金)  
16：30～19：30

小野記念講堂

演劇博物館

京都精華大学情報館メディアセンター

日時

会 場

主催

協力

四方幸子（メディアアート・キュレター）
畠中実（ICC 主任学芸員）
藤井慎太郎（早稲田大学教授）
ブブ・ド・ラ・マドレーヌ（現代美術作家)
八巻真哉（京都精華大学情報館メディアセンター）

講 師

観世清和（二十六世観世宗家）
松岡心平（東京大学教授）

インテリ大夫、目玉観世などの異名ととも

に、考証好きの風変わりな大夫として語り

継がれる十五世観世大夫元章。彼は江戸

時代の能界に改革という旋風をまきおこし

た異端児なのか？観世流の隆盛を決定付

け、家元制度の基礎を築いた観世流中興

の祖なのか？そして「元章好」として現在も

伝承される演出法の独特の世界観とは？

現宗家観世清和氏と能楽研究者松岡心平

氏をお迎えし、元章作「梅」の仕舞の実演

を交え元章の業績を徹底分析した。

2011年12月13日(火) 17:30～19：00

小野記念講堂

演劇博物館

日時

会 場

主催

講 師

文 化 事 業

2 0 1 1 年 度 　 催 し 物

文 化 事 業

2 0 1 1 年 度 　 催 し 物

催
し
物

催
し
物
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・
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示
協
力

出
品
・
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示
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力
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文化構想学部文芸ジャーナリズム論系・
文化推進部

多和田葉子（作家）
高瀬アキ(ジャズピアニスト)

「言葉と音楽 Vol.2」（ワークショップ）
2011年11月21日（月）16:30-18:30　

「ベルリンから鴎」（パフォーマンス）
2011年11月22日（火）18：30-20:30

小野記念講堂

日時

会 場

文 化 事 業

2 0 1 1 年 度 　 催 し 物

早稲田大学創立 125 周年記念寄贈作品による
「都市と絵画」展に伴う講演会

早稲田大学創立125周年を記念して絵画作

品を寄贈いただいた作家の皆さんをはじめ、

現代日本の絵画に造詣の深い講演者をお招

きし、5回にわたって講演会を開催した。

第1回 2011年10月3日(月)
第2回 2011年10月16日(日) 
第3回 2011年10月24日(月) 
第4回 2011年10月26日(水) 
第5回 2011年11月2日(水)

小野講堂（第2回のみ、８号館地下教室）

會津八一記念博物館、文化推進部

16:00～17:00
14:00～15:30
14:00～15:30
13:00～14:00
13:00～14:00

日時

会 場

主催

早稲田狂言の夕べ 2011　「萩大名」「二人袴」

在学生、教職員、招待校友を対象とした本企

画は２回目を迎えた。本学校友の人間国宝・

野村万作氏に加え、同年に推薦校友となら

れた野村萬斎氏が親子で出演された。また、

万作氏のご令孫で本学在学中の野村遼太さ

んも共演された。震災直後でイベント中止が

相次ぐ状況であったが、来場者は826名を数

え、素晴らしい舞台は来場者に力を与えた。

会場では震災の募金も実施し、被災地およ

び被災した本学学生のために役立てられた。

2011年4月19日（火）17:30～19:00

大隈記念講堂大講堂

早稲田大学(文化推進部・総長室)

協力／早稲田大学校友会
協賛／リーガロイヤルホテル東京

日時

解 説

会 場

早稲田学生文化・芸術祭 2011

「早稲田学生文化・芸術祭」は、学生部・文化

推進部のサポートのもと、学生が運営スタッ

フとなり、主体的に企画運営するイベント。

2年目となった2011年度は、参加サークル

が2010年度の約2倍の28団体となり、ダン

ス、演劇、歌、音楽、お笑い、弁論、展示と盛り

沢山の内容で実施された。ここでしか見られ

ないサークル同士のコラボレーションもあ

り、エンディングは参加団体総出で、校歌を

アレンジした豪華なコラボレーションで幕

を閉じた。来場者数は、大隈講堂（8日～12

日）延べ約5730名、小野講堂「早稲田演劇

週間」(9日～12日)延べ1078名で、併せて

約6780名であった。

2011年6月7日（火）～12日（日）

大隈記念講堂、小野記念講堂
ワセダギャラリー

日時

会 場

学生部・文化推進部

舞台演出／早稲田大学放送研究会
広報／早稲田大学広告研究会ＷＡＳ

協力

文 化 事 業

2 0 1 1 年 度 　 催 し 物

センポ・スギハァラ　再び夏へ

六千人以上のユダヤ人を救った、元リトアニ

ア領事官代理・杉原千畝を主人公とした演

劇公演。千畝は1918年本学に入学、19年

に中退し外務省留学生となった。劇団銅鑼

によって国内外で815回上演された「セン

ポ・スギハァラ」を、09年に新たに改訂した

作品。公演に先立ち、初演より作・演出した

平石耕一氏が本作について語った。また、知

畝の顕彰活動をしている本学学生達が、自

ら運営に協力した。来場者は約650名を数

え、大きな反響を呼んだ。ワセダギャラリー

ではパネル展も開催された。

公 演 文化企画課

2011年7月23日（土）16:00~18:30

大隈記念講堂大講堂

文化企画課

在日リトアニア共和国大使館

講 演 會津 博 物館

公 演 文化企画課

公 演・展示 文化企画課

多和田葉子・高瀬アキ　ワークショップ＆パフォーマンス

ベルリン在住で校友の作家・多和田葉子氏と、ジャ
ズピアニストの高瀬アキ氏によるワークショップとパ
フォーマンスを行った。

「言葉と音楽　Vol.2」　（ワークショップ）
言葉と音楽のコラボレーションの可能性を探ったワー
クショップ。数名の学生達が舞台に上がり、多和田氏
のテキストを様々なリズムや言語で読みながら、高瀬
氏のピアノともコラボレーションし、言葉の新たな可能
性を体験した。参加者121名。

「ベルリンから鴎」（パフォーマンス）
多和田氏の朗読と高瀬氏のピアノによるパフォーマン
ス。チラシではベルリンでの鴎外像がテーマとされて
いたが、多和田氏が東日本大震災からインスピレー
ションを得た架空の近未来の日本が、悲しくも滑稽な
独特の文体で表現された。高瀬のピアノが臨場感と深
みを与え、現代を反映した衝撃的なパフォーマンスは
来場者に強い印象を与えた。アフタートークでは学生
達から活発に質問が飛び交い、震災と原発について
新たな視点で考える機会にもなった。来場者129名。

公 演 文化企画課

研
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育
活
動
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究
活
動
・
教
育
活
動
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会

展
覧
会

文
化
事
業

文
化
事
業

協力・協賛

主催

演目・演者

主催

日時

会 場

主催

後 援

講 師・出演

講師／平石耕一
出演／劇団銅鑼

（佐藤文雄、横手寿男、飯野元彦、
鈴木啓二、栗木純、中村真由美、田中久也）

講 師・出演

主催

「没後 50 年 津田左右吉展」関連フォーラム
「津田左右吉をあらためて問う　～没後 50 年によせて～」

「没後50年 津田左右吉展」を記念し開催した

フォーラム。第一部では本展の各章担当がそ

のテーマによる講演を行い、第二部では第一

部講演者が一堂に会しパネルディスカッショ

ンと質疑応答を行った。また、海外在住で本

フォーラムの参加が叶わなかった図録執筆者

の肉声によるコメントが寄せらせフォーラム開

始時に放送した。質疑応答での質問は数多く

寄せられ、その内容に新たな知見を得、来場

者の満足度も高いなど実りのある会となった。

講 演 文化企画課

2011年11月26日（土）
13:00～16:00

小野記念講堂

早稲田大学(文化企画課)

日時

早川万年（岐阜大学）
新川登亀男（早稲田大学）
神野藤昭夫 （放送大学客員教授）
土田健次郎（早稲田大学）
今井修（早稲田大学)

講 師・出演

会 場

主催

催
し
物

催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

出
品
・
展
示
協
力

狂言「萩大名」(大名：野村万作、
太郎冠者：高野和憲、亭主：深田博治)
狂言「二人袴」(親：野村萬斎、舅：石田幸雄、
太郎冠者：月崎晴夫、聟：野村遼太)

竹本幹夫（早稲田大学演劇博物館館長）
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文 化 事 業

2 0 1 1 年 度 　 催 し 物

文 化 事 業

早 稲 田 文 化 芸 術 週 間 2 0 1 1

早稲田大学芸術功労者・阿刀田高講演会

本学校友であり、日本を代表する作家・阿刀田

高氏は、2011年4月1日に早稲田大学芸術功

労者として表彰された。これを記念し「小説を

どう書くか、どう読むか」と題し、阿刀田氏に作

家の立場からのユニークな作家論、作品論、

学生に伝えたいことなどをお話いただいた。

また、講演に併せて朗読家・阿刀田慶子氏に、

阿刀田作品「サン・ジェルマン伯爵考」を朗読

いただいた。朗読でしか味わえない臨場感で、

阿刀田作品を新たな感覚で楽しんでいただけ

る企画となった。来場者はほぼ満席の200名

を数えた。

講 演 文化企画課

2011年11月28日（土) 16:30～18:50

小野記念講堂

早稲田大学

2011年10月17日（月）～11月3日（木・祝）  　　　　　　　大隈記念講堂、小野記念講堂、ワセダギャラリー、国際会議場他　日時

＜イベント＞

日 時 会場 企画名 内容 企画箇所 来場者数

10/ 3（月） 16:00-17:00                      

小野講堂
※16日は8号館B107

創立125周年記念寄贈作品による
「都市と絵画」展に伴う講演会

講師：山本貞（10/3）、
松尾敏男（10/16)、陣内秀信（10/24）、
佐野ぬい（10/26）、芥川喜好（11/2）

講演 會津八一記念博物館

48

10/16（日） 14:00-15:30 47

10/24（月） 14:00-15:30                          54

10/26（水） 13:00-14:00 101

11/2（水） 13:00-14:00 70

10/14（金） 13:00-17:00 国際会議場
井深大記念ホール

日独交流150周年記念行事
産研フォーラム

「非正規労働者の雇用と社会保障」
シンポジウム

産業経営研究所

350

10/14（金）
～28（金） 10：00-17:00

※日曜は休館

63号館情報ギャラリー

日独交流150周年記念行事「ドイツ社会史展」 展示

-

10/19（水）
～28（金） ワセダギャラリー -

10/20（木） 18:30-20:30 小野講堂 「サロン・ド・ブンラクザ in 東京-人形浄瑠璃文楽を
語る-」講師：豊竹咲甫大夫・嶋浩一郎 講演 社会連携推進室 120

10/21（金） 16:30-18:00 大隈小講堂

「イクメンによるワークライフバランス講座～
ファザーリングが社会を変える！～」

講師： 安藤哲也
 (NPO法人ファザーリング・ジャパン代表理事）

講演 男女共同参画推進室 236

10/22（土） 13:30-16:00 大隈大講堂 西條八十生誕120周年記念演奏会（作詞名曲集） 公演 マンドリン楽部
稲友マンドリンクラブ 400

10/23（日） 13:00-16:00 学生会館B203室 ニューオルリンズジャズクラブ
第50回リサイタル記念ライブ 公演 ニューオルリンズ

ジャズクラブ 90

10/26（水） 18:00-20:00 大隈大講堂 早稲田文化芸術週間2011　特別演奏会 公演 交響楽団 250

10/28（金） 16:30-19:30 小野講堂 「S/N」から”発明”する社会と繋がる方法論 シンポジウム 演劇博物館 176

10/28（金） 17:00-20:00 大隈小講堂

「パーマネント野ばら」上映と
吉田大八監督が語る
宿毛（すくも）の人々

講師：吉田大八（映画監督）
鈴木ゆたか（映画プロデューサー）

上映会・講演 社会連携推進室 120

10/29（土） 13:00-17:00 小野講堂 第78回歴博フォーラム「近代化のなかの誕生と死」 シンポジウム 国立歴史民俗博物館・
文化企画課 173

10/30（日）  18：30-20：00 大隈大講堂 華の早慶歌合戦 公演 グリークラブ 100

＜関連企画＞

日 時 会場 企画名 内容 企画箇所 来場者数

10/24（金） 10:00-10:30 11号館・14号館間
芝生ゾーン 杉原千畝氏レリーフ除幕式 式典 総務課 50

11/21（月） 16:30-18:30

小野講堂

「言葉と音楽　Vol 2」
講師：多和田葉子（作家）、高瀬アキ（ジャズピアニスト） ワークショップ 文化構想学部

文芸ジャーナリズム論系・

文化企画課

121

11/22（火） 18:30-20:30 「ベルリンから鴎」                                                                  
出演：多和田葉子（作家）、高瀬アキ（ジャズピアニスト） 公演 129

11/28（月） 16:30-18:30 小野講堂
早稲田大学芸術功労者・阿刀田高講演会

講演：阿刀田高（作家）「小説をどう書くか、どう読むか」
朗読：阿刀田慶子（朗読家）

講演・朗読 文化企画課 200

※2009年度で12回目を迎えた「オール早稲田文化週間」はその目的を明確にするため、学生主体で企画から運営までを行う「早稲田学生文化・芸術祭(6月)」と、大学箇所主体の「早稲田文化芸術週間」
に改編されました。

　早稲田文化芸術週間は、学内箇所や学生団体が主催する文化活動を同時期に行うことで、より効果的に「早稲田文化」を社会に発信

する目的で、2010年度より始まりました。期間中に開催されるイベント等は無料で、一部を除き参加資格の制限はありません。なお、

早稲田文化芸術週間は、2011年から開始された「来て・見て・楽しい　新宿フィールドミュージアム」(新宿区)にも参加しています。
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日時

会 場 講演／阿刀田高　朗読／阿刀田慶子

中島国彦
(早稲田大学文学学術院教授)

講 師・出演

主催 司会

日独合作映画「赤い点」上映会
～早稲田大学における日独交流 150 周年記念行事～

大学卒業を目前に控えた若者が失われた

家族の記憶を辿って独りドイツに旅立ち、自

分探しの旅をしながら成長していく物語。作

品監督であり本学校友でもある宮山麻里枝

氏(ドイツ在住)を招き、同氏のスピーチと解

説を交えながらの映画上映会となった。

なお日独交流150周年のコンセプトは「未

来志向」であり、特に「若い世代」にお互いの

国に対する友好と協力の意義と認識を高め

ることをその趣旨としていたことから、本作

品の上映と監督の招聘をおこなった。

映画上映・講 演 文化企画課

2011年12月7日（水）15:00～17:15
            12月8日（木）18:00～20:15

小野記念講堂

国際部・文化推進部

ドイツ大使館、ドイツ学術交流会(DAAD)、ドイツ観光局(GNTO)

日時 ゲストスピーチ

会 場

協力

共 催

宮山麻里枝(上映作品監督、本学校友)
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2 0 1 1 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

文 化 事 業

2 0 1 1 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2011.4.23 ～ 2011.6.5
博物館の怪談
～新潟県の妖怪と妖怪博士井上円了～

新潟県立歴史博物館

2011.5.11 ～ 2011.6.12 特別展　写楽 東京国立博物館

2011.7.16. ～ 2011.9.19 童謡のふるさと　石原和三郎の世界 群馬県立土屋文明記念文学館

2011.9.10 ～ 2011.11.27
音二郎没後 100 年・貞奴生誕 140 年記念

「川上音二郎と貞奴展」
茅ケ崎市美術館

2011.9.17 ～ 2011.11.27 「歌舞伎の衣裳と文化～地域に息づく農村歌舞伎」 豊田市郷土資料館

2011.10.1 ～ 2011.11.27 浮世絵戦国絵巻～城と武将 太田市記念美術館

2011.10.1 ～ 2011.12.20 演劇資料展「爆笑王・喜劇王」 独立行政法人日本芸術文化振興会

2011.10.1 ～ 2012.2.29 「女の一生」展 三鷹市山本有三記念館

2011.10.7 ～ 2011.11.27 「＜江＞の娘　千姫」展 姫路文学館

2011.10.１5 ～2011.12.4
2011.12.17 ～ 2012.3.4

2011 年度美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業共催展
「没後 50 年津田左右吉」展

美濃加茂市民ミュージアム
早稲田大学文化推進部

2011.10.15 ～2011.11.27 特別展「妖怪見聞」　 茨城県立歴史館

2011.11.10 ～ 2011.12.2 大正デモクラシー期の政治特別展 衆議院事務局憲政記念館

2012.1.17 ～ 2012.3.11
文化都市千代田
―江戸の中心から東京の中心へ―

千代田区教育委員会

2012.1.21 ～ 2012.3.4 「江戸の妖怪」展 練馬区立石神井公園ふるさと文化館

2012.2.11 ～ 2012.9.30 「すべての僕が沸騰する　村山知義の宇宙」展
読売新聞東京本社
事業局美術館連絡協議会

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2011.4.28～2011.6.17 早稲田大學會津八一記念博物館所蔵<日本古代文化特別展> 嶺南大學校博物館

2011.6.21～2011.6.27 創立100周年記念第47回公募瑞雲会 瑞雲書道会

①2011.7.28～2011.9.4
②2011.9.10～2011.10.23
③2011.10.29～2011.12.11

藤島武二・岡田三郎助展

一般財団法人　そごう
三重県立美術館
公益財団法人
ひろしま美術館
財団法人　日動美術財団

①2011.4.16～2011.5.29
②2011.6.11～2011.7.18

蕗谷虹児展　～魅惑のモダニスト
刈谷市美術館
一般財団　そごう美術館
(株)NHKプラネット中部

①2011.6.17～2011.9.4
②2011.9.23～2011.11.13

吉村作治の古代七つの文明展 RKB毎日放送株式会社

2011.7.3～2011.9.4 戦争と八一 新潟市會津八一記念館

2011.7.16～2011.9.15 松樹路人展　終わりなき旅 茅野市美術館

2011.9.16～2011.11.30 ｢會津八一VS北大路魯山人」 ―傲岸不遜の芸術家― 新潟市會津八一記念館

2011.9.17～2012.1.15 第10回企画展　西からの風―手賀沼周辺の古墳の出現― 柏市教育委員会

2011.10.15～2012.1.9 昭和モダン　藤島武二と新制作初期会員たち展
神戸市立小磯記念美術館
川越市立美術館

2011.10.１5 ～ 2011.12.4
2011.12.17 ～ 2012.3.4

2011 年度美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業共催展
「没後 50 年津田左右吉」展

美濃加茂市民ミュージアム
早稲田大学文化推進部

2011.10.20～2012.3.31 日比谷図書文化館　常設展示 千代田区教育委員会

2011.12.13～2011.12.22
ポリトライブ特別展
パプアニューギニア精霊の森のくらし

ポリトライブ
～オセアニア文化に親しむ会～

2012.1.14～2012.3.25 難破田史男の15年 東京オペラシティアートギャラリー

【演劇博物館】 【會津博物館】

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

2011.7.29～2011.10.23 靖國神社遊就館特別展「スポーツと靖國神社」 靖國神社

2011.10.１5 ～ 2011.12.4
2011.12.17 ～ 2012.3.4

2011 年度美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業共催展
「没後 50 年津田左右吉」展

美濃加茂市民ミュージアム
早稲田大学文化推進部

2012.2.18～2012.3.25
大隈記念館企画展

「汽笛一声　鉄道はじまりものがたり」
佐賀市大隈記念館

2012.3.4～2012.3.11
名誉市民風見章氏生誕125年没後50年記念　

「時代の先駆　風見章展」
常総市

【大学史資料センター】
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地 域 交 流 事 業 地 域 交 流 事 業

文化推進部は、本学の優れた文化資源を公開し各地の

教育研究活動に役立て、また、本学が有する人的資源

を地域社会の教育や文化推進に活用し社会貢献するた

め、さまざまな文化事業を展開している。本学のキャン

パスが所在する地域や包括協定・文化交流協定を締結

した地域で、大学が所蔵する貴重な文化財を巡回展覧

会により公開している。地域の行政・企業・住民と連携

して、本学の学生・教職員に校友も加わり、演劇・映画・

映像・音楽・文学・芸術・科学・スポーツなどの多様なイ

ベントを協働で実施している。さらに、学術交流協定や

大学間交流協定を結んでいる国内外の大学や機関との

文化交流事業にも取り組んでいる。

早稲田大学は2006年12月19日、大隈重信の出身地である佐賀県

と「連携協働に関する基本協定」を締結し、様々な教育・研究の

協働事業を展開している。また、佐賀市には大隈候生誕125周年

を記念して開館した大隈記念館と国の指定史跡である大隈重信

旧宅(生家)があり、毎年２月中旬から３月下旬の「佐賀城下ひなま

つり」にあわせて企画展覧会を開催している。早稲田大学との文

化事業の窓口は文化企画課が担い、文化推進部三機関のほか早

稲田大学図書館が協力し、各機関が所蔵する文化財・美術品を貸

し出し、展覧会に貢献している。

毎年2月28日、坪内逍遙の命日に、熱海市起雲閣で、「逍遙忌記

念祭」を熱海市と熱海稲門会・財団法人逍遙協会・演劇博物館

が共催している。坪内逍遙の生誕日、5月22日を記念して行われ

る記念祭では式典が行われた後に、第二部として講演会や朗読

劇などの記念行事が行われている。

2007年4月、本学に文化推進部が発足したのを機に、早稲田大学

創設四尊の一人坪内逍遙と津田左右吉の故地である美濃加茂市

と「文化交流協定」を締結した。美濃加茂市は逍遙の業績を顕

彰するとして演劇文化の発展を目指した賞「美濃加茂市坪内逍

遙大賞」を1994年に創設しており、本学が2007年に「早稲田大学

坪内逍遙大賞」を制定後は、互いに隔年で授賞している。この他

シンポジウム、演劇公演など、以下のさまざまな地域交流事業を

行っている。

１．佐賀県佐賀市

２．岐阜県美濃加茂市

３．静岡県熱海市

■「平成23年度（2011年）大隈祭」
神事／式典／スピーチ／記念講演（大学史資料センター・檜皮瑞樹）

期　日：2011年5月15日(日)

会　場：大隈記念館　大隈侯銅像前

主　催：佐賀市大隈記念館保存会　　※本学は校友会佐賀県支部と共に協力

■「第7４回逍遙祭」
期　　日：2011年6月17日(金)

会　　場：早稲田大学　大隈記念講堂小講堂

主　　催：財団法人逍遙協会、演劇博物館

解　　説：濱口久仁子(逍遙協会)

記念上演：前進座×演劇博物館 

記録音声　演劇博物館20周年記念上演(1948年10月14日収録) 前進座による 逍遙訳『ベニスの商人』

記録映像　前進座公演(1996年 国立劇場にて収録) 逍遙訳『ベニスの商人』法廷の場より　

講　　演：『逍遙作品と前進座と私』　講師：四代目中村梅之助(劇団前進座代表)

　・・・詳細は21ページを参照

■「第4１回逍遙忌記念祭」
期　　日：2012年2月28日(火)

会　　場：熱海市「起雲閣」音楽サロン

主　　催：熱海市

共　　催：熱海稲門会、財団法人逍遙協会、演劇博物館

記念式典：「お慕いの言葉」　講師：竹本幹夫(演劇博物館館長、逍遙協会理事長)

講　　演：「写真でみる熱海と逍遙」

解　　説：菊池明　　聞き手：濱口久仁子（逍遙協会）

上　　演：逍遙作長唄「新曲浦島」　立方　舞踊家　若柳翔寶

海蔵寺への墓参

（1） 坪内逍遙顕彰に関する企画
①「早稲田大学坪内逍遙大賞」

※2007年に第１回を開始して以降、美濃加茂市（坪内逍遙大賞）と隔年で行っている。

②「坪内逍遙大賞」（美濃加茂市）授賞式および受賞者対談

1994年第1回坪内逍遙大賞には六代目中村歌右衛門丈が授賞に始まり、

2010年には第13回坪内逍遙大賞に十五代目片岡仁左衛門丈が受賞した。

③顕彰団体との連携

「逍遙フォーラム」の開催

早稲田大学、美濃加茂市、名古屋逍遙フォーラム実行委員会、坪内逍遙博士顕彰会が協力して開催している。

④逍遙、演劇関連の講演会(年4回開催)への講師派遣

⑤展覧会開催協力

本学文化推進部三機関、図書館と連携した企画展を開催

（2）文化振興プロジェクトへの協力

（3） 学術資料の相互利用と研究
地域の文化・歴史を相互の研究機関と連携し、発表する。研究雑誌などで調査研究の成果を発表している。

(4) その他
①各種講座の開催：美濃加茂市民を対象としたワークショップなどへの講師の派遣。

②早稲田大学学生の演劇団体が美濃加茂市で稽古合宿し、その成果を公演する。

③大学ネットワークの活用：名古屋稲門会などへの交流事業の広報と協力。

■「第4回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　学生公演」
日　時：2011年9月10日（土）18：30／9月11日（日）18：30

会　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　芝生広場

演　目：「葬列の森」

脚本・演出：沖野樹里

出　演：劇団森

主　催：岐阜県美濃加茂市・早稲田大学文化企画課

　岐阜県美濃加茂市と早稲田大学が2007年に締結した文化交流協定の一環として、本企画は４回目を

迎えた。本学の劇団森が、「みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム」に9月6～12日に滞在しな

がら稽古をし、2日間に渡り作品を発表した。

　学生達は文化の森の「森」を効果的に使い、渾身の演技と美しい照明で、幻想的世界を創り上げた。

来場者は10日約80名、11日約60名、2日間で述べ約140名であった。滞在中、2010年度に引き続き、県立

加茂高校演劇部へのワークショップを実施し、地元の坪内逍遥顕彰会との交流も行った。
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４．埼玉県本庄市 ７．新宿区

８．中野区

９．東京都

５．千葉県鴨川市

６．長野県軽井沢町

地 域 交 流 事 業 地 域 交 流 事 業

　早稲田大学創立125周年事業として、2004年10月に早稲田リ

サーチパーク(本庄市)のコミュニケーションセンターにおいて、早

稲田大学図書館・演劇博物館・會津博物館が収蔵する文化財を

公開する展覧会「早稲田大学所蔵品展示会in 本庄拠点」を開催

した。この趣旨は本学が本庄キャンパスに収蔵する文化資産を鑑

賞していただくことにより、本庄拠点地域の住民の皆様に早稲田

大学への理解を深めてもらうことを目的としていた。

　それを契機に展覧会を開催したり、地元との交流事業に発展

していった。文化企画課(2006年度までは文化事業センター)は同

事業の所管箇所となり、財団法人本庄国際リサーチパーク研究推

進機構と協力し、本庄市と美里町、児玉町、神川町、神泉村、上里

町、岡部町など周辺の市町村とも連携した。

　なお地元から特別の要望を受け、「祭禮錦・能装束―山口憲の

世界―」展、「本庄早稲田能」などの催し物も開催した。

　鴨川市と本学との間で「鴨川市太海多目的公益用地に関する基本

合意書」(セミナーハウスの誘致)を締結したことを契機に、鴨川市民

に早稲田大学を理解していただくため、1997年より開始した交流事

業である。学術・文化・スポーツなど幅広い分野におよぶ交流事業が

長年にわたり続けられており、現在では本市並びに市民はもちろん、

周辺地域も含めた総合的、広域的な地域交流事業となっている。

　鴨川市の小学生を対象として理工学術院教職員の指導による「お

もしろ科学実験教室」の開催を中心に、行政からの支援と協力によ

り、まちづくり提案会、インターンシップ等の学生受け入れ、留学生の

体験研修事業への協力、など様々な事業を実施してきた。

　2006年度以前は本学キャンパス企画部企画課が担当となっていた

が、2007年より文化企画課が参加し、2008年より文化企画課が文化

交流事業の窓口となっている。

　中野区との地域交流事業として、2010 年より早稲田大学交響楽団による「Maple Concert」( メープルコンサート ) を開催している。

　東京都教育委員会の呼びけによる「東京文化財ウィーク 2011 ～歴史と文化に触れる時間～」へ協力し、文化財一斉公開に参加した。

（2009 年度より継続して協力している。）

　本学の軽井沢セミナーハウス(野球場、サッカー場、テニスコー

ト、バスケットコードなど複数の運動施設を含む)が追分にあり、

恵まれた自然環境のなかで、運動と地域の特色などを活用した

新たな教育研究活動が行われている。この縁により、鴨川市と同

様に地域交流事業として軽井沢町の小学生を対象として理工学

術院教職員の指導による「おもしろ科学実験教室」を開催してい

る。大学創建時の校舎を復元したグリーンハウスを会場にして、少

人数で親と子がふれあいながら楽しく学ぶことを目指している。

また軽井沢町の講演会に、講師を紹介している。

■「第14回おもしろ科学実験教室」
日　時：2011年8月24日（水）9:30～12:00、13:30～16:00

会　場：鴨川市文化会館アリーナ・２階会議室

主　催：鴨川市、早稲田大学

内　容：LEDキャンドルを作ろう

不思議なプロペラを作ろう！

磁石とコイルでスピーカーを作ろう！

きみたちの力で、発電させよう！

参　加：鴨川市の小学生200人(定員)およびその父母

■「中野区・早稲田大学交流事業　早稲田大学交響楽団Maple Concert」
日　時：2011年11月23日(火)　14:00～16:00

会　場：なかのZERO　大ホール

主　催：中野区、早稲田大学（文化推進部）

協　力：なかのZERO指定管理者

出　演：早稲田大学交響楽団

指　揮：寺岡清高

曲　目：ニュルンベルクのマイスタージンガー前奏曲、

舞踏への勧誘、威風堂々

来場者：976人(座席数1292席)

日　時：2012年1月14日（土）　13：00～16：00

会　場：早稲田大学演劇博物館

講　師：善竹十郎師（能・狂言）

常磐津和英太夫師（常磐津）

常磐津文字東久師（常磐津）

■大隈記念講堂(国の重要文化財・建造物)の特別公開
日　時：2011年10月29日(土)　10:00～17:00

内　容：建物ガイドツアー、記録映画上演、資料公開

■「「ことば」のバリアフリー化‐目で見てわかる日本演劇の美‐」（演劇博物館）

■「来て・見て・楽しい　新宿フィールドミュージアム」（文化企画課）

■「第14回おもしろ科学実験教室」
日　時：2011年7月16日（土）10:30～11:45、13:15～15:00

会　場：早稲田大学軽井沢セミナーハウス　グリーンハウス教室

主　催：軽井沢町、早稲田大学

内　容：錯覚ってなぁに

きみたちの力で、発電させよう！

参　加：軽井沢町の小学生90人(定員)およびその父母

　演劇博物館は、新宿区との地域交流事業にも力を入れてい

る。平成23年度は文化庁「文化遺産を活かした観光振興・地域

活性化事業」のなかの「ミュージアム活性化事業」の公募に対

し、「「ことば」のバリアフリー化‐目で見てわかる日本演劇の

美‐」という企画を、新宿区とともに立案し、採択された。

　文化企画課では、新宿区の呼びかけ（新宿区文化芸術振興

基本条例）により2011年度から始まった「来て・見て・楽しい

新宿フィールドミュージアム」(主催は同協議会)に参加し、「早

稲田文化芸術週間2011」のプログラムを一般に公開している。

・・・詳細は27ページを参照

　坪内逍遙博士の功績と日本の伝統演劇を、日本語と英語でわか

りやすく紹介したテキスト、『演劇博物館へようこそ』を作成し、主

に、地域の日本語を母語としない児童・生徒と、その保護者を対象

とした、「日本の伝統演劇体験講座」というワークショップを、以下

のとおり実施した。
地
域
交
流
事
業

地
域
交
流
事
業
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博 物 館 ・ 美 術 館 と の 交 流 事 業

■ 国立歴史民俗博物館との交流事業
名　称：第78回 歴博フォーラム「近代化のなかの誕生と死」

日　時：2011年10月29日（土）13:00～17:00

会　場：小野記念講堂

主　催：国立歴史民俗博物館

共　催：文化推進部(文化企画課)

後　援：日本民俗学会

講師・出演：山田 慎也（国立歴史民俗博物館　民俗研究系）ほか

参　加：約173人

博
物
館
・
美
術
館
と
の
交
流
事
業

顕 　 彰 　 事 　 業

１．早稲田大学坪内逍遙大賞 

第一回（2007年）
　大　賞　　村上春樹
　【授賞理由】現代小説の可能性を多くの長・短篇で切り開き、

「アンダーグラウンド」などノンフィクション作品でも圧倒的な存

在感を示した。また、レイモンド・カーヴァー全集、ティム・オブラ

イエン、Ｊ．Ｄ．サリンジャー、レイモンド・チャンドラー、Ｆ．スコッ

ト・フィッツジェラルドなどをはじめとする優れた翻訳によって、

新しい日本語を構築した。

　奨励賞　　川上未映子
　【授賞理由】「わたくし率　イン　歯―、または世界」で示さ

れた稀有な筆力と思考力は、読むものに強いインパクトとショッ

クを与え、まったく新しい日本語表現を見事に切り開いている。ま

た、エッセイ集「それ頭はでかいです、世界がすこんと入ります」

も小説と比肩する、疾走する潔癖さとでも言える豊富な内容を

持っており、身体性と観念性をたくみに行き来するこの作家の魅

力を裏打ちする。

第二回（2009年）
　大　賞　　多和田葉子

　【受賞理由】多和田葉子氏は、日本語とドイツ語の両言語で詩

や小説を書き、それぞれの国で高い評価を受けるという、日本文学

史上稀に見る異色のバイリンガル作家である。同氏はまた、ヨー

ロッパをはじめとする世界各地での朗読やパフォーマンスを通じ

て、国際的に活躍している。言語と国の境界を越えた同氏の実験

的な作品は、日本文学の既成の枠組みを拡張し、新しい時代の世

界文学の方向を切り拓くものであり、坪内逍遙大賞に相応しい画

期的な業績であると判断し、大賞と決定した。

　奨励賞　　木内　昇
　【受賞理由】木内昇氏の『茗荷谷の猫』は、幕末から昭和ま

で、百年の時空を超えて、市井の名も無き人々の夢や挫折が切な

く交錯してく、味わい深い連作小説集である。それぞれの時代に

タイムスリップしたような語り口と、各章の間にはりめぐされた巧

みな伏線が見事である。さらに、内田百閒、江戸川乱歩、中原中

也など、各時代の文学者へのオマージュも、この物語世界に奥行

を与えている。時代小説だけでなく、新しいタイプのファンタジー

的作品を書き続けていけるであろう筆力を評価して、奨励賞と決

定した。

第三回（2011年）
　大　賞　　野田秀樹
　【授賞理由】野田秀樹氏は、現代社会を舞台上に劇化するに

あたり、単に社会に内在する問題を提起するに留まらず、日本の

古典文学やギリシャ神話など多様な世界観を織り込み、知的にも

ヴィジュアル的にも豊かな、また、独特の言葉遊びやスピーディな

動きを特徴とするエンターテインメント性にも富んだ作品を次々

に発表し、常に高い評価を得てきた。さらに、1987年に『野獣降

臨』がエジンバラ国際芸術祭で高評価を得て以来、英国演劇界と

のコラボレーションにおいても高い成果を上げ続けるなど、国際

的にも活躍しており、坪内逍遙大賞に相応しいと判断し、大賞と

決定した。

　奨励賞　　円城　塔
　【授賞理由】円城塔氏は、該博な自然科学の専門的知識と、幅

広い文学的素養に支えられた独創的な小説の世界を創り出しつ

つある。その作風はしばしば極めて難解と評されるが、SF、ファン

タジー、メタフィクション、哲学的思考実験などの様々な領域を自

由に探索しながら、この数年の間に思弁小説(スぺキュラティヴ・

フィクション)の未踏の分野を切り拓いてきた筆力には目覚ましい

ものがある。『鳥有此譚』『道化師の蝶』『これはペンです』など

の作品は、小説の新たな可能性を示すものとして読者を十分に驚

かせたが、この才能はこれからどこに突き進んでいくのだろうか。

今後のさらなる展開に大いに期待したい。

2007年に迎えた創立125周年を記念して、近代日本の文芸・文化

の創造者ともいうべき坪内逍遙の偉業を顕彰すると同時に、その

精神をひろく未来の文化の新たな創出につなげるという願いか

ら、文芸をはじめとする文化芸術活動において著しい貢献をなし

た個人（もしくは団体）を顕彰すべく、「早稲田大学坪内逍遙大賞」

を創設した。また、これからの文化の担い手である若い才能を応

援すべく、奨励賞を併せて創設した。あまたある文芸・文化関係の

賞のなかで、広く開かれた独自の意義を担う賞を目指してゆきた

いと考えている。文芸・文化・芸術活動のなかから、隔年で、「大賞」

１名、「奨励賞」１名を選んで顕彰することを目的とする。副賞とし

て記念のメダルと大賞100万円、奨励賞50万円を贈呈している。逍

遙の名を冠する賞は、すでに1994年に彼の生まれ故郷である岐

阜県美濃加茂市に創設されている。逍遙の業績の顕彰と演劇文

化の発展を目指した賞として、2008年までに12回を数え、毎回演

劇界で活躍した人々に授賞している。この｢美濃加茂市坪内逍遙

大賞｣は、2004年度の第10回までは毎年選考が行われてきたが、

それ以後は隔年の授賞となった。早稲田大学は、文化推進部が

2007年4月に発足したのを機に、美濃加茂市との間で同年春に文

化交流協定を締結した。この協定の精神には、本学の地域連携の

理念があり、具体的には、早稲田大学と美濃加茂市とが、隔年で独

自の選考基準に基づきつつも、坪内逍遙大賞を選考し、結果的に

毎年の授賞を実現しようというものである。美濃加茂市坪内逍遙

大賞が、演劇人の顕彰であるのに対して、早稲田大学坪内逍遙大

賞は、坪内逍遙の業績に鑑み、文芸をはじめとする文化全般に貢

献した人々を顕彰することを目指している。 ３．梓立祭作文・絵画コンクール（高知県宿毛市）
梓立祭（しりつさい）は、「学苑創立の母」と言われる小野梓

(1852-1886)の誕生日2月20日(新暦の3月10日） を記念日として祝

い、小野梓を顕彰するとともに、幕末から明治・大正・昭和へと

時代が変わり行く中でそれぞれの分野で活躍した宿毛の偉人た

ちも順次顕彰 し、その足跡に学びながら青少年の健全育成や宿

毛の文化・教育の発展に寄与する。

作文、絵画の各部門ごとに最優秀賞、優秀賞、奨励賞を小学生、

中学生各1名を顕彰する。

ht tp: //w w w.gal ler y. ne. jp/~ okut an/ index . htm

４．旺文社主催「全国学芸科学コンクール」
内閣府・文部科学省などの後援を得て「全国学芸科学コンクー

ル」は、「全国の小・中・高校生の研究・アートおよび文芸の振興 

奨励と、青少年の個性の育成」として、昭和32年（1957年）から旺

文社が毎年実施する。

このコンクールは、幅広く多様な分野に部門を設け、児童生徒が

それぞれの得意分野で制作した作品をご応募するコンクールと 

なっている。優秀作品には、内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞・

環境大臣賞などが授与される。早稲田大学は「早稲田大学総長

賞」として、文芸部門の優秀者を 表彰している。

ht tp: //gak kon.obunsha.co. jp/

顕
彰
事
業

宮崎県出身の歌人、若山牧水(1885-1928 )を顕彰する短歌募集事

業。若山は県立延岡中学を経て、早稲田大学英文科卒（1908）。

同級生の北原白秋(射水)、中林蘇水と親交を厚くし、「早稲田の 

三水」と呼ばれる。

毎年、全都道府県から広く募集し、短歌大賞、優秀賞などを決定

しているが、早稲田大学は「審査員特別賞　早稲田大学賞」とし 

て、小学生、中学生、高校生を各1名顕彰している。

ht tp: //w w w.cit y. nobe oka. miyaz ak i . jp/content s/ k youiku/ bunka/ b okusui/ index . html

２．若山牧水青春短歌大賞（宮崎県延岡市）

第３回大賞
野田秀樹氏

第３回奨励賞
円城　塔氏

　大学共同利用機関である国立歴史民俗博物館が、民俗展示

の新構築に向けて、早稲田大学・日本民俗学会と連携して、研究

者、大学生・大学院生、及び一般向けのフォーラム開催した。現

在、誕生と死をめぐるさまざまな問題が生じており、これを考え

るには、近代の国民国家形成過程の影響を受けて形成されてき

た、誕生と死の民俗についても理解する必要がある。このフォー

ラムでは、歴史的過程に留意しつつ生成される民俗の動態を検

討した。
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学 術 研 究 書 出 版 制 度 学 術 研 究 書 出 版 制 度

　「学術研究書出版制度」（文化企画課所管）は、「Waseda 

Next 125」における「出版機能検討委員会」の答申を受けて、そ

れまでの「学術出版補助費」(研究推進部所管)に改良を加える形

で、2008年度より始まった。

　学術出版を奨励することは、直接的には研究成果を適切かつ

公正に評価して上梓することであるが、その目的は本学の学術情

報発信による社会貢献であり、本学のアカデミック・ステイタスを

より向上させていくことにある。また全学の代表者からなる出版

企画委員会が「学術の品質保証」をすることにより、本学常勤教

員および本学で研究指導を受けた博士学位取得者による研究成

果を、早稲田大学出版部を通じて良質な研究書として世に送り出

していくことを目指している。

　この学術研究書出版制度では、本学の常勤教員および本学博

士学位取得者（当該博士論文を応募する場合のみ）を有資格者と

して年２回募集を行う。応募内容は専ら研究書に限り、専門審査

員による書面審査と出版企画委員会での合議審査を経て採否が

決定される。

　募集する種別は、出版機会の提供を趣旨とする「早稲田大学モ

ノグラフ」（主に課程博士論文を対象とする）と本学のアカデミッ

ク・ステイタスを向上させるために厳選される「早稲田大学学術

叢書」の２種類がある。

　またモノグラフとして刊行されたものの中で特に高い評価を得

たものについては、出版企画委員会の審査を受け再編集を行い、

改版して学術叢書としての刊行を認める「グレードアップ制度」も

整備されている。

　また、出版にかかる費用については、大学が直接出版経費の全

額を負担している。

　ただし、モノグラフについては、研究推進部の公的研究資金の

間接費を財源としている。

※制度の詳細については、「募集要項」に掲載されている。

（1） 出版企画委員会

2008年度

2009年度

2010年度

2011年度

第1回

第2回

第3回

第4回

第1回

第2回

第1回

第2回

第1回

第2回

第3回

募集要項、応募書類の雛形、審査要領等の決定

2008年度第1回目の合議審査と採否決定

学術研究書出版制度開始後の初期点検

2008年度第2回目の合議審査と採否決定

2009年度第1回目の合議審査と採否決定

2009年度第2回目の合議審査と採否決定

2010年度第1回目の合議審査と採否決定

2010年度第2回目の合議審査と採否決定

2011年度第1回目の合議審査と採否決定

2011年度第2回目の合議審査と採否決定

「2012年度募集要項」の持ち回り審議

※委員会は文化推進を担当する理事の諮問機関として、各学術院選出委員と関係する本部役職者委員等の合計16名で構成されている。

（2008年5月16日）

（2008年7月28日）

（2008年10月1日）

（2008年11月28日）

（2009年7月16日）

（2009年11月27日）

（2010年7月14日）

（2010年11月30日）

（2011年7月13日）

（2011年11月30日

（2012年2月中）

（2） アドバイザリーボード
2009年度第1回（2009年7月3日） 　第2回（2010年1月13日）

※出版企画委員会から付託された事項につき調査および検討を行い、委員会に報告することを主要な職務としている。

１．学術研究書出版制度成立の経緯と目的

２．学術研究書出版制度の概要

３．出版企画委員会等の動き

【 学術研究書出版　応募・採択状況 】

【 早稲田大学学術研究書出版　刊行書籍（2011年度） 】
（１）モノグラフ（早稲田大学出版部刊行）

（２）学術叢書（早稲田大学出版部刊行）

経年 年　度 募集回
モノグラフ 学術叢書 グレードアップ（註）

応募 採択 採択率 応募 採択 採択率 候補 採択 採択率

1 2008 年度
第 1 回 5 4 80.0% 4 1 25.0% － － －

第 2 回 11 10 90.9% 5 1 20.0% － － －

2 2009 年度
第 1 回 11 8 72.73% 2 2 100.0%

8 6 75.00%
第 2 回 9 5 55.56% 7 4 57.14%

3 2010 年度
第 1 回 12 8 66.67% 8 4 50.00%

2 1 50.00%
第 2 回 11 10 90.9% 5 3 60.00%

4 2011 年度
第 1 回 13 11 84.62% 3 1 33.33%

3 3 100.00%
第 2 回 11 11 100.00% 3 2 66.67%

　 合　　計 　 83 67 37 18 13 10

　 平均／回 　 10.38 8.38 80.72% 4.63 2.25 48.65% 4.33 3.33 76.92%

（註）グレードアップとは、優秀な研究者の発掘を趣旨として、モノグラフ刊行後に特に高い評価を得たものについて、出版企画委員会での再審査を経た上で、学術叢書として編集・
改版をして刊行するものである。2009 年度末に開始され、2008 年度まで遡って採否が決定されている。※モノグラフ、学術叢書で採択されても著者都合で刊行を取り止めることがある。

刊行番号 著　者 書　名 刊行年月日
44 豊　島　　　昇 『Consuming Japan―The consumption of Japanese cultural products in Thailand―』

2011年10月

45 奥　野　武　志 『兵式体操成立史研究―近代日本の学校教育と教練―』

46 市　川　　　純 『メアリ・シェリー小説論―男性英雄象の破壊、廃墟化、及び英雄に代わる女性像―』

47 杵　渕　博　樹 『ギュンター・グラス『女ねずみ』論―人類滅亡のリアリティと「原子力時代」の文学―』

48 倉　石　義　久 『メイエルホリドの演劇理論研究』

49 川　城　憶　紅 『中国における医師の民事責任の法的構造』

50 趙　　　新　利 『日中戦争期における中国共産党の対日プロパガンダ戦術・戦略―日本兵捕虜対応に見る「２分法」の意味―』

51 高　橋　弘　幸 『OJTを通じたホワイトカラーの技能形成―「キャリア」、「不確実性への対応」、「組織編成」、明
治大正期三井物産の事例から―』 2011年11月

52 斎　藤　佳代子 『A Sense of Recursive History ― Woolf and Lessing ―』
2011年10月

53 澤　　　智　恵 『日本の知識人と記紀神話－津田左右吉・和辻哲郎・丸山真男・河合隼雄－』

54 菊　池　真　純 『農村景観の資源化による動態的保全―中国広西龍脊棚田地域を事例に―』

2012年3月

55 白　　　迎　春 『中国民事訴訟における「挙証責任」』

56 岩　本　英　和 『持続可能な自然資源の保全・利用のためのエコツーリズム―日本の世界自然遺産・白神山地を事例として―』

57 高　橋　勝　幸 『冷戦初期の「平和運動」―タイ共産党の統一戦線活動と大衆参加―』

58 劉　　　佳　琦 『日本語の動詞アクセントの習得』

59 三　原　康　司 『システム設計視点によるサービス設計理論と方法論－高顧客価値のためのサービスシステムの効率的設計－』

60 遠　藤　知　佐 『地域日本語活動と参加者の学び―媒介物に着目した活動改善の可能性―』

61 全 ﾖﾝｷﾞｭﾝｽﾃﾌｧﾝ 『携帯通信サービス市場における消費者行動意図―日本と韓国を事例にして―』

62 コースィット 『A Study of the Thai Political Novel from the 1980s to the 2000s―Temporal Trends and Discourse―』

63 小　松　志　朗 『人道的介入における武力行使と外交交渉―ソマリア、ボスニア、コソボを事例として―』

64 井　　　小　胖 『日中の内部者取引規制の研究』

刊行番号 著　者 書　名 刊行年月日
17 河　西　宏　祐 『全契約社員の正社員化－私鉄広電支部・混迷から再生へ(1993年～2009年)－』 2011年5月

18 市　川　　　熹 『対話のことばの科学－プロソディが支えるコミュニケーション－』 2011年6月

19 伊　藤　り　さ 『人間浄瑠璃のドラマツルギー―近松以降の浄瑠璃作者と平家物語―』
2011年9月

20 石　濱　裕美子 『清朝とチベット仏教－菩薩王となった乾隆帝－』

21 黒　崎　  　剛 『ヘーゲルの未完の弁証法－『精神現象学』における「意識の経験の学」の試みの意義とその
挫折の原因についての研究－』

2012年
3月30日

学
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早稲田大学モノグラフ 早稲田大学学術叢書 ※編集の関係から刊行が翌年度となることがある。
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會津八一記念博物館館長室から（藪野健）
《論文》
・入唐僧宗叡と請来典籍の行方（川尻秋生）
・東嶺圓慈の行状と作品（浅井京子）
・博物館における展示形態の再検討
　－提示型展示・説示型展示・教育型展示について－（山田磯夫）
・Malinowski 以後の土器交易網
　－埼玉県鶴ヶ島市寄贈 ｢オセアニア民族造形美術品｣ の紹介に代えて－（中門亮太）
・漢代画像にみる聖帝像とその機能　

－館蔵三段式神仙鏡を起点として－（楢山満照） 
・細川林谷筆「探梅巻」（會津八一コレクション）にみる旅と交友の記録（久保佐知恵）
・會津八一の様本（角田勝久）
・中村彝・曾宮一念・小泉清　會津八一と早稲田中学の画家たち

－早稲田中学・高等学校所蔵作品を中心に－ （大島幸代・町田つかさ）
《研究資料》
・早稲田中学時代の會津八一・小泉清・安藤更生－落穂ひろいの資料紹介－（丹尾安典）
・益子天王塚古墳出土遺物の調査 (5) －挂甲－（山田琴子）
2011 年度活動報告
あとがき（藪野健）

2 0 1 1 年 度 　 刊 行 物 2 0 1 1 年 度 　 刊 行 物

　文化推進部の各機関では、所蔵資料の目録、展覧会の図録、研究紀要などを定期的に発行している。2011年度に刊行されたものは以

下のとおりである。

発行：2012年3月30日
A5判293ページ
価格：800円(税込)

【資料紹介】
・鴻池幸武宛て豊竹古靱太夫書簡二十三通

－鴻池幸武・武智鉄二関係資料から－（小
島智章、児玉竜一、原田真澄）

・明治四十五年「新愛知」新聞にみる名古屋
における坪内逍遙の動向とその周辺（濱
口久仁子）　

・三村竹清日記「不秋草堂日暦（二十）」（三
村竹清日記研究会）　

【研究】 
・演劇嫌いのための演技論－アルトーから

イヨネスコへ－　（堀切克洋）
・チェーホフの『かもめ』におけるニーナとト

レープレフの運命（内田健介）

・映画館調査の「国際性」－市川彩に見る戦
前映画業界言説の一側面（渡邉大輔）

・ラダックのニンマ派寺院タクトク寺のチャ
ムの儀礼研究（木村理子）

【資料紹介・その他（翻訳）】
・『十字路』の1929年パリでの評価－当時の

新聞・雑誌の批評の検証とその評価の背
景を探る（中山信子）　

・新発見の江戸期の木製幻燈に関する考
察－「写し絵・錦影絵」との比較を中心に－

（松本夏樹）　
・オットー・ブラーム／ゲーアハルト・ハウプ

トマン「往復書簡」（翻訳・本田雅也）

（7） 紀要　演劇研究　第三十五号

　論文３本「文書管理とアーカイブス」「批
評主義と世界市民的倫理学」「明治・大正期
における早稲田雄弁会」、座談会1本「「百年
史」から「百五十年史」へ」、資料紹介1本「中
島半次郎関係資料（目録）」、その他早稲田
大学百五十年史編纂事業進捗状況報告、事
業報告、展示会報告等を収録。

発行：2011年5月13日
B5判79ページ
価格：500円(税込)

（3） 図録　表象とかたち
－伊藤熹朔と昭和の舞台美術－展

発行：2011年9月21日
B5判76ページ
価格：500円(税込)

（1） 館報
 演劇博物館　105

発行：2011年11月21日
A4判　87ページ
価格：1,000円（税込）

（4）【図録】
埼玉県鶴ヶ島市寄贈
オセアニア民族造形美術品展

発行：2011年6月24日
A4判　129ページ
価格：1,500円（税込）

発行：2011年10月3日
A4判　86ページ
価格：1,000円（税込）

（2）【図録】
江戸時代の文人画
荻泉コレクション受贈記念

（3）【図録】
早稲田大学創立 125 周年記念
寄贈作品による「都市と絵画」展

発行：2012年3月25日
A4判　155ページ
価格：1,000円（税込）

発行：201２年３月1日
A5判4５9頁
価格：10,500円(税込)

発行：2012年2月24日
A5判304頁

編集・発行：早稲田大学／
　　　　　 美濃加茂市民ミュージアム
発行：2011年10月14日
A4判74頁
価格：早稲田大学700円(税込)　頒布終了
　　 美濃加茂市民ミュージアム1,000円(税込)

（5）【紀要】
早稲田大学
會津八一記念博物館
研究紀要　第 13 号

（1） 大隈重信関係文書 8 （2） 紀要
早稲田大学史記要
第四十三巻

（1） 2011年度 美濃加茂市・早稲田大学
文化交流事業共催展
没後50年 津田左右吉展

発行：2011年5月17日
B5判変形　125ページ
価格：1,400円（税込）

（1）【図録】
増田三男　清爽の彫金
 ―そして、富本憲吉

発行：2011年9月21日
B5判112ページ
価格：1,000円(税込)

（4） 図録
七代目 市川團十郎展
－生誕二百二十年によせて－

発行：2012年3月25日
B5判92ページ
価格：500円(税込)

（2） 館報
  演劇博物館　106

【演劇博物館】

【會津博物館】

【大学史資料センター】 【文化企画課】

発行：2011年10月15日
B5判52ページ
価格：500円(税込)

発行：2011年12月3日
A4判64ページ
価格：800円(税込)

（5） 図録
中国人留学生と新劇展

（6） 図録
日活向島と新派映画の時代展

刊
行
物

刊
行
物
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2 0 1 1 年 度 　 オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ 2 0 1 1 年 度 　 オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ

　早稲田大学では、多くのオリジナルグッズを制作・販売している。ここでは、特に文化推進部の各文化機関が2011年度に制作・販売した

ミュージアムグッズについて記録する。

透明スタンド付(15㎝×15㎝)
１部　500円(税込)

A3サイズ　壁掛け
1部　500円(税込)

A4サイズ
1枚　200円(税込)

75㎜×75㎜　30枚
1冊　150円(税込)

3種類　A4サイズ
各　200円(税込)

13種類
1枚　100円(税込)

11種類　1枚　100円(税込) 8㎝×18㎝　30枚
1冊　300円(税込)

34種類　日本語解説
および封筒付(11㎝×21㎝)
1枚　200円(税込)

(23㎝×10㎝)
１個　300円(税込)

（1） 卓上カレンダー 2012

（1） 早稲田文化カレンダー 
　　2012

（3） 大隈記念講堂
　　クリアファイル

（4） 大隈記念講堂
　　ミニクリアファイル

（5） 大隈記念講堂
　　メモサイズ付箋

（4） クリアファイル

（2） 大隈記念講堂
　   ポストカード

（5） グリーティングカード （6） チケットホルダー

（2） ポストカード （3） 一筆箋

【演劇博物館】

A4サイズ　１枚　200円(税込)

32種類　1枚　100円（税込）

1冊　300円（税込）

（1）  ｢明暗」クリアファイル

（4） ポストカード

（3）  一筆箋

1セット(全8枚)　950円(税込)
1枚　120円(税込)

（2） 開館記念名品聚
　　（愛蔵版ポストカード）

【會津博物館】

【會津博物館】

【文化企画課】

115㎜×160㎜
１枚　180円(税込)

オ
リ
ジ
ナ
ル
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ッ
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文 化 広 報

文化推進部の広報活動として、定期的に掲載しているも

のを紹介する。以下のほか、文化推進部では、演劇博物

館、會津博物館、文化企画課の三機関がメールニュースを

月に１回程度発行している。また、月１回、広報課を通じ

て文部科学記者会にイベント情報を送付している。

１．早稲田学報

２．Waseda Online（ワセダオンライン）（http://www.yomiuri.co.jp/adv/wol/）

隔月。校友向け冊子。早稲田大学校友会が発行。
　「早稲田文化」コーナーでは、文化推進部4機関と図書館のイベ

ント情報を、シリーズ「わせたから：早稲田のたからもの」では、本
学が所蔵する品々などを様々なエピソードとともに紹介している。

毎月掲載。2008年5月から掲載。Yomiuri Online（読売新聞社、イン
ターネット版）ワセダオンラインとして掲載。早稲田大学のニュース、
研究力などの分野に分かれており、その中の「文化」欄で記事を掲

載。日本語で掲載された後、翌々週、または2週間後からは英語訳で
も掲載される。

【 早稲田学報「わせたから」掲載記事 】(2011 年 4 月号～ 2012 年 2 月号 )
号　数 記　事　題　名 執　筆　者

2011 年 4 月号 二世市川左團次の書抜・台本入れ 木村　涼（演劇博物館）
6 月号 ブルージュ派時禱書写本 ティムソン・ジョウナス（図書館）
8 月号 大正天皇より下賜された宮中杖 ( 鳩杖 ) 伊東久智（大学史資料センター）

10 月号 中国人留学生と新劇展 鈴木直子（演劇博物館）
12 月号 演説者の椅子 中門亮太（會津博物館）

2012 年 2 月号 鴻跡帖 藤原秀之（図書館）

３．新聞・テレビなどで取り上げられた主なもの

【 ワセダオンライン「文化」掲載記事 】(2011 年 4 月～ 2012 年 3 月 )
年　月 記　事　題　名 執　筆　者

2011 年 4 月 「南極１００年展」開催にあたって 石船清隆（白瀬南極探検隊記念館学芸員）
5 月 人を描く、心を描く―日本近代文学者の肖像― 白濱めぐみ（図書館）
6 月 「江戸時代の文人画　荻泉堂コレクション受贈記念」展―日本人が夢想した中国― 大島幸代（會津八一博物館）
7 月 初代中村吉右衛門の軌跡 児玉　竜一（文学学術院）
8 月 「没後５０年　津田左右吉展」をひらく 新川登亀男（文学学術院）
9 月 文化早稲田四尊生誕百五十周年記念　天野為之と早稲田大学展 木下恵太（大学史資料センター）

10 月 津田左右吉の学問と姿勢―没後五十年津田左右吉展に際して― 土田健次郎（文学学術院）
11 月 新派映画の時代―向島撮影所と映画『カチューシャ』― 上田　学（演劇博物館）
12 月 オセアニア民族造形美術品展　―１０８９点の寄贈コレクション 中門亮太（會津博物館）

2012 年 1 月 オセアニア民族造形美術品展　－あらわれたる霊のかたち－ 平原信崇（文化企画課）
2 月 「保守と革新の近現代史データベース」の公開 保守と革新の近現代史データベース作成委員会／伊東久智
3 月 「一行書・二行書」展について 浅井京子（會津博物館））

年.月.日 媒　体 記事題名 取り扱い箇所

2011.3.25
2011.3.31

陶業時報
毎日新聞(朝) 「実篤と赤絵磁器」展 會津博物館

2011.6.25 陶業時報 「工芸にみる花文様」展 會津博物館

2011.6.28
2011.7.9
2011.7.25

朝日新聞(夕)
産経新聞
読売新聞(夕)

「初代中村吉右衛門」展 演劇博物館

2011.6.8
2011.6.14

公明新聞
毎日新聞（夕）

「増田三男　清爽の彫金
―そして、富本憲吉」展 會津博物館

2011.7.16 毎日新聞 センポ・スギハァラ(公演)と
「杉原知畝」展 文化企画課

2011.8.4
2011.8.5
          

産経新聞(夕)、時事通信
日経新聞、産経新聞、朝日新聞
読売新聞、東京新聞、毎日新聞

現存最古の能楽映像
発見に関する記事 演劇博物館

2011.9.22
2011.9.26
2011.10.6
2011.10.15
2011.10.24
2012. 1.6

産経新聞
毎日新聞(夕)
朝日新聞
読売新聞(夕)
読売新聞(夕)
読売新聞(夕)

「七代目 市川團十郎」展 演劇博物館

2011.9.25
2011.10.20
2011.10.21

区民のひろば(新宿区広報)
美じょん新報
新美術新聞

早稲田大学創立125周年
記念による「都市と絵画」展 會津博物館

年.月.日  媒　体 記事題名 取り扱い箇所

2011.10.5
2011.12.9

読売新聞、産経新聞、東京新聞
産経新聞

第三回早稲田大学
坪内逍遙大賞・同奨励賞決定
および関連記事

文化企画課

2011.10.15
2011.10.25
2011.10.27
2011.11.1

中外日報
（記事と連載）

2011年度　美濃加茂市・
早稲田大学文化交流事業共催展

「没後50年　津田左右吉展」
文化企画展

2011.12.6～
2012.2.4 読売新聞(夕) 「茶碗」展 會津博物館

2011.12.12 読売新聞(夕) 「十五世観世太夫の業績」展 演劇博物館

2012.2.29
2012.3月号
2012.3月号
2012.3月号

朝日新聞
月刊書道界
月刊展覧会
目の眼

「一行書・二行書」展 會津博物館

2012.2.29 読売新聞(夕) 「Ｐ．ブルック『魔笛』で仕掛ける」 演劇博物館

2012.3.14 朝日新聞 「大正期の邦画生き生き
日活向島と新派映画」 演劇博物館

文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル

文
化
広
報

バ ー チ ャ ル ・ ミ ュ ー ジ ア ム
収 蔵 品 を ネ ッ ト で 閲 覧 （ 文 化 資 源 情 報 ポ ー タ ル ）

h t t p : / / w w w . e n p a k u . w a s e d a . a c . j p / d b / c r / p o r t a l /

１．目　的

２．主要機能・特徴

早稲田大学の各機関ごとに現在公開している文化資源データベー

スを横断的に検索できるようにして、貴重資料をネット上で検索・

閲覧できるようにすること、また個々の資料の関連性を把握でき

るようにすることにより、教育・研究に役立つだけでなく広く社会

に本学の文化資源情報を発信することを目的としております。

坪内博士記念演劇博物館（10 データベース）、會津八一記念博

物館（８データベース）、大学史資料センター（１データベース）

の各データベースを一元的に横断検索し、閲覧することができる

システムです。閲覧できる内容は、データベース化された文化資

源の学術的な解説、画像などです。

たとえば「大隈重信」と入力すると、該当する資料を所蔵する機

関、そのデータベース名、件数が横断検索されます。その検索

結果からさらに具体的な作品タイトル、作者などが表示され、最

終的に個々の文化資源情報に到達することができます。

現状ではすべての収蔵品がデジタル化されているわけではありま

せんが、今後さらに新規データベースを構築して順次追加してい

く予定です。また上記三機関が機動的に文化資源を Web 公開す

るための共通プラットフォームの構築を進めていくことも計画し

ています。
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博 物 館 ・ 資 料 セ ン タ ー お よ び 文 化 施 設 の 概 要

名 称 坪内博士記念演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター
所 在 地 ５号館 ２号館 １２０-１号館

概 要

１階：シェイクスピアの世界
六世中村歌右衛門記念
特別展示室

１階：企画展示室
富岡重憲コレクション展示室
大隈記念室

（大学史資料センター所管） レファレンスルーム
（120-4号館・地下1階）
・歴史的資料
・高等教育出版物
・高等教育関係資料

２階：逍遙記念室、民俗芸能、
企画展示室 ２階：常設展示室

・東洋美術資料
・日本近代美術資料
・考古資料
・アイヌ民族資料
・書画作品

３階：日本の演劇
（古代、中世、近世、近代、現代）

和書閲覧室（５号館１階）
外国語図書閲覧室（６号館３階）
ＡＶブース（６号館３階）

お問合せ
Tel：03-5286-1829 Tel：03-5286-3835 Tel：03-5286-1814

E-mail：enpaku@list.waseda.jp E-mail：aizu@list.waseda.jp E-mail：archives@list.waseda.jp

【 博物館・資料センターの概要 】

【 文化施設の概要 】

名 称
大隈記念講堂

小野記念講堂 ワセダギャラリー 125 記念室大講堂 小講堂
所  在  地 21 号館１階 21 号館地階 27 号館地階 27 号館１階 26 号館 10 階

利 用 目 的
式典
講演・討論
舞台・上演

講演・討論
舞台・上演

講演・討論
演劇・映画

小規模な企画展
写真・絵画等

展覧会
美術品・貴重品

座  席  数 1,121 席
（車椅子用 2 席）

300 席
（車椅子用 1 席）

206 席
（最小 161・最大 236 席 )

56.35㎡
（17.05 坪） －

主 要 設 備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
同時通訳設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

常設展示壁
可動式展示壁
展示台
ディスプレイ

展示ケース
映像音響設備

付 属 施 設

控室
調整室
調光室
映写室
同時通訳ブース

控室
調整室

楽屋・準備室
調整室

そ  の  他 貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

※文化推進部主催
　展覧会のみ

※「125 記念室」は貸し出しの対象ではありません。

文 化 施 設 の 紹 介

講 堂 設 備 技 能 判 定 会 ・ 初 心 者 説 明 会 ※

１．大隈記念講堂 （収容客席：大講堂 1,121 席（車椅子用 2 席）、小講堂 300 席（車椅子用 1 席））

２．小野記念講堂 （収容客席：206 席　※舞台床板の増減により 236 席まで可能）

３．ワセダギャラリー （56.35㎡）

　文化推進部は「大隈記念講堂」「小野記念講堂」「ワ

セダギャラリー」を管理、運営している。学内行事を開

催することを優先しているが、その他、学生団体を含

め、学内団体のみならず、学外の機関、団体にも広く利

用されている。また、大隈記念講堂については、外部か

らの多くの見学者が訪れている。

　大隈重信を偲び、創立45周年の1927（昭和2）年10月15日に竣

工された。創立125周年にあたる2007年10月に、改修工事を終え、

リニューアルオープンされた。    

　全館空調設備が整えられ、情報系の設備も完備した多様な用

途に応えられる施設となった。早稲田大学のシンボルとして、大隈

講堂は大講堂、小講堂とも学内外の機関から国際会議、演劇、コン

サート、映画などに利用されている。   

　大隈記念講堂は、2007年12月に国の重要文化財に指定され

た。また、2008年5月には社団法人照明学会より、竣工の優れた照

明施設を持つとして、照明普及賞を受賞した。 

　学生団体が講堂に設置されている照明や音響設備を利用する

にあたり、技能判定会を受けることを義務付けている。専門技

師により講堂設備を使いこなせる技術力の判定を行い、技量の

ある学生に調整室への入室許可を与えている。年二回、春と秋

に開催している。

　また、2010 年度より、初心者向けの音響・照明設備に関する

説明会を開始した。学生向けは年二回、教職員向けやイベント

に関連したものは年一回開催している。

※ 2011 年度より名称の変更を行っている。

（1）講堂設備技能判定会
■大隈記念講堂（照明設備）

【第8回】2011年9月7日 (参加3名)

【第9回】2012年2月27日、2月28日（参加10名）
※大隈記念講堂の音響設備技能判定会は実施していない。

■小野記念講堂（照明設備）

【第5回】2011年9月13日（参加3名）

【第6回】2012年2月9日（参加8名）

■小野記念講堂（音響設備）

【第5回】2011年9月12日（参加2名）

【第6回】2012年2月8日（参加1名）

　正門前の歴史的景観ゾーン整備の一環として、2005年に建設

された小野梓記念館（27号館）の地下2階にオープンした。「文化

活動の成果を発表し、さらに世界の文化と交流を図るためのホー

ル」とすることを目標にしている。   

　小野記念館の１階にあり、小規模ながらも正門前広場に面して

気軽に入れるように設置された。小規模な写真展、絵画展などに

利用されている。（※学内箇所・教職員　利用可）   

   

大隈記念講堂・
大講堂

小野記念講堂

大隈記念講堂・
小講堂

ワセダギャラリー

（2）講堂設備初心者説明会
■学生向け（一般学生向け）（於 小野記念講堂）

【第2回】2011年9月2日（参加7名）

【第3回】2011年3月1日（参加8名）

■学生向け（早稲田学生・文化芸術祭向け）（於 小野記念講堂）

【第1回】2012年3月13日（参加4名）

■教職員向け（於 小野記念講堂）

【第2回】2012年2月7日（参加4名）

文
化
施
設

文
化
施
設
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2 0 1 1 年 度 　 各 種 会 議

■文化推進部 ( 文化企画課所管 )

（嘱任期間：2010年5月1日～2012年4月30日）
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 十重田裕一 文化推進部長

第４条一号による委員
2 石見　清裕 文化推進部副部長
3 大野　髙裕 教務部長

第４条二号による委員4 笹倉　和幸 学生部長
5 守田　芳秋 総務部長
6 根本　　進 社会連携推進室長

第４条三号による委員
7 畑　 恵 子 国際コミュニティセンター長
8 竹本　幹夫 坪内博士記念演劇博物館長

第４条四号による委員9 大橋　一章 會津八一記念博物館長
10 大日方純夫 大学史資料センター所長
11 飯島　昇藏 図書館長

第４条五号による委員12 加藤　哲夫 エクステンションセンター所長
13 川 口　 浩 競技スポーツセンター所長
14 紙屋　敦之 平山郁夫記念ボランティアセンター所長
15 橋本　周司 学事統括文化事業担当常任理事

第４条第２項による委員
16 藁谷　友紀 文化推進部門総括理事
17 田中　愛治 教務部門総括理事
18 紙屋　敦之 学生部門総括理事
19 本多　聖治 総務担当常任理事

※役職者委員の変更により、嘱任期間は2010年11月８日～2012年4月30日となった。)

No. 氏名 所属・役職 選出区分
（理　事）

1 橋本　周司 文化事業担当常任理事
2 藁谷　友紀 文化推進部門総括理事

（委　員）
1 大野　髙裕 教務部長 一号委員 ( 教務部長 )
2 柳澤　政生 研究推進部長 二号委員 ( 研究推進部長 )
3 十重田裕一 文化推進部長 三号委員 ( 文化推進部長 )

（嘱任期間：2010年5月1日～2012年4月30日）
No. 氏名 所属・役職
1 藁谷　友紀 文化推進部門総括理事
2 十重田裕一 文化推進部長
3 石見　清裕 文化推進部副部長
4 竹本　幹夫 坪内博士記念演劇博物館館長
5 大橋　一章 會津八一記念博物館館長
6 大日方純夫 大学史資料センター所長

　　　　　※会議には文化推進部事務部長、三機関事務長、
担当課長が陪席する。

（嘱任期間：2010年5月1日～2012年4月30日）
No. 氏名 所属・役職
1 阿刀田　高 作家 ( 元早稲田大学客員教授 )

2 岩本　憲児 早稲田大学名誉教授、
日本大学芸術学部教授

3 鳥越　文蔵 早稲田大学名誉教授

4 永井多恵子 元日本放送協会副会長
( 社 ) 国際演劇協会日本センター会長

5 山本　健一 演劇評論家、
元朝日新聞東京本社編集委員

　　※所属は2012年3月現在

１．文化推進会議
（1）開催記録

第１回　2011年2月14日

（2）委員

4．出版企画委員会
（1）開催記録

第１回　2011年7月13日　　　第２回　2011年11月30日

（2）委員

２．三機関長協議会
（1）開催記録

第１回　2011年11月10日　　第２回　2012年2月3日

（2）委員

3．アドバイザリー・コミッティ
（1）開催記録

第１回　2012年2月23日

（2）委員

○

各
種
会
議

各
種
会
議

No. 氏名 所属・役職 選出区分
4 飯島　昇藏 図書館長 四号委員 ( 図書館長 )
5 鈴木　健夫 政治経済学術院教授

五号委員 ( 学術院長推薦委員 )

6 塚原　　史 法学学術院教授
7 兼築　信行 文学学術院教授
8 石原　千秋 教育・総合科学学術院教授
9 久保　克行 商学学術院教授

10 中里　秀則 理工学術院教授
11 輪湖　　博 社会科学総合学術院教授
12 鳥越　皓之 人間科学学術院教授
13 志々田文明 スポーツ科学学術院教授
14 中村　　清 国際学術院教授
15 宗像　和重 政治経済学術院教授 六号委員 ( 文化推進を担当する理事が

指名する教職員、若干名 )16 石見　清裕 文化推進部副部長

◎ = 委員長　○ = 副委員長

１．演劇博物館協議員会
（1）開催記録

第１回　2011年5月24日　　　第２回　2011年7月12日
第３回　2011年10月25日　　　第４回　2012年3月2日

（2）委員
(嘱任期間：2011年4月1日～2012年3月31日)

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 岡崎　由美 文学学術院教授

第 9 条一号による委員
( 館長推薦 )

2 岡室美奈子 文学学術院教授
3 小松　　弘 文学学術院教授
4 児玉　竜一 文学学術院教授
5 水谷　八也 文学学術院教授
6 藤井慎太郎 文学学術院准教授
7 八木　斉子 政治経済学術院准教授

第 9 条二号による委員
( 学術院選出 )

8 本山　哲人 法学学術院准教授
9 金井　景子 教育・総合科学学術院教授

10 平井　　裕 商学学術院教授
11 熊　　遠報 理工学術院教授
12 内藤　　明 社会科学総合学術院教授
13 中村　　要 人間科学学術院准教授
14 杉山　千鶴 スポーツ科学学術院教授
15 三神　弘子 国際学術院教授
16 中 村　 良 衛 高等学院教諭
17 吉田　　茂 本庄高等学院教諭
18 伊沢　　久 芸術学校教授
19 濱口　幸一 前川口芸術学校教授
20 藪野　　健 會津博物館館長 第 9 条三号による委員
21 菊池　　明 財団法人逍遙協会理事

第 9 条四号による委員22 林　　京平 財団法人逍遙協会理事
23 松山　　薫 財団法人逍遙協会理事
24 竹本　幹夫 演劇博物館館長

第 9 条五号による委員
25 秋葉　裕一 演劇博物館副館長

　　※林　京平 氏は2011/11/30にご逝去されました。

■演劇博物館

◎

○

2 0 1 1 年 度 　 各 種 会 議
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(2012年3月31日現在)
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 藁谷　友紀 理事 ( 文化推進部門総括 ) 第８条一号による委員
2 堀　　真清 政治経済学術院教授

第８条二号による委員

3 丸本　　隆 法学学術院教授
4 海老澤　衷 文学学術院教授
5 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
6 宇野　和夫 商学学術院教授
7 大石　進一 理工学術院教授
8 島　　善高 社会科学総合学術院教授
9 加藤　茂生 人間科学学術院専任講師

10 矢島　忠明 スポーツ科学学術院教授
11 後藤　乾一 国際学術院教授
12 谷口　邦生 理事 ( 校友連携 )・校友会常任幹事 第８条三号による委員
13 沖　　清豪 文学学術院教授

第８条四号による委員
14 北河　賢三 教育・総合科学学術院教授
15 大日方純夫 大学史資料センター所長

第８条五号による委員

16 大野　髙裕 教務部長
17 飯島　昇藏 図書館長
18 藪野　　健 會津八一記念博物館館長
19 十重田裕一 文化推進部長
20 守田　芳秋 総務部長
21 浅野　　隆 大学史資料センター事務長

■會津博物館
１．會津八一記念博物館協議員会

（1） 開催記録
第１回　2011年5月23日　　　第２回　2011年10月31日

（2）委員
(2011年12月1日現在)

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 宗像　和重 政治経済学術院教授

第 10 条一号による委員

( 学術院選出 )

2 相澤　正己 法学学術院教授
3 坂上　桂子 文学学術院教授
4 千葉　俊二 教育・総合科学学術院教授
5 厚東　偉介 商学学術院教授
6 勝田　正文 理工学術院教授
7 多賀　秀敏 社会科学総合学術院教授
8 矢野　敬生 人間科学学術院教授
9 関　　一誠 スポーツ科学学術院教授

10 平山　　廉 国際学術院教授
11 塚原　　史 法学学術院教授

第 10 条二号による委員

( 館長推薦 )

12 大髙保二郎 文学学術院教授
13 岡内　三眞 文学学術院教授
14 高橋龍三郎 文学学術院教授
15 丹尾　安典 文学学術院教授
16 肥田　路美 文学学術院教授
17 益田　朋幸 文学学術院教授
18 大橋　一章 文学学術院教授
19 成澤　勝嗣 文学学術院准教授
20 嶋村　紘輝 商学学術院教授
21 古谷　誠章 理工学術院教授
22 佐藤　洋一 社会科学総合学術院教授
23 浅井　京子 會津八一記念博物館特任教授
24 飯島　昇藏 図書館長

第 10 条三号による委員25 竹本　幹夫 坪内博士記念演劇博物館館長
26 松山　泰男 メディアネットワークセンター所長
27 大日方純夫 大学史資料センター所長
28 橋本　周司 常任理事 ( 学事統括、文化推進担当 ) 第 10 条四号による委員
29 大野　髙裕 教務部長

第 10 条五号による委員
30 十重田裕一 文化推進部長
31 藪野　　健 會津八一記念博物館館長

第 10 号六号による委員
32 川尻　秋生 會津八一記念博物館副館長
33 尾崎　健夫 會津八一記念博物館事務長 第 10 条七号による委員

各
種
会
議

各
種
会
議

2 0 1 1 年 度 　 各 種 会 議

(2012年3月31日現在)
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 藁谷　友紀 理事 ( 文化推進部門総括 )

第４条一号による委員2 田中　愛治 理事 ( 教務部門総括 )
3 本多　聖治 常任理事 ( 総務担当 )
4 大日方純夫 大学史資料センター所長 第４条二号による委員
5 十重田裕一 文化推進部長

第４条三号による委員6 深川由起子 広報室長
7 飯島　昇蔵 図書館長
8 川口　　浩 政治経済学術院教授

第４条四号による委員

9 原田　俊彦 法学学術院教授
10 海老澤　衷 文学学術院教授
11 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
12 横山　将義 商学学術院教授
13 大石　進一 理工学術院教授
14 島　　善高 社会科学総合学術院教授
15 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
16 志々田文明 スポーツ科学学術院教授
17 吉岡　英幸 国際学術院教授
18 浅古　　弘 大学院法務研究科教授

第４条五号による委員
19 沖　　清豪 文学学術院教授

２．早稲田大学百五十年史編纂委員会
（1）開催記録

第１回　2011 年 12 月 9 日

（2）委員

2 0 1 1 年 度 　 各 種 会 議

■大学史資料センター
１．大学史資料センター運営委員会

（1） 開催記録
第１回　2011年6月1日　第２回　2011年11月30日

（2）委員
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以下の統計は、年度ごとの開館日数、展覧会の入館者数、展覧会の件数、催し物 (公演・講演会等 )の件数、他機関からの出品依頼・

展示協力、寄贈資料数などである。ただし、常設展覧会については、統計に含まれない。

■１．各文化機関の状況

2011 年度 開館日数 入館者数 展覧会 催し物
(公演・講演会等 ) 出品・展示協力 寄贈資料

演劇博物館 274 日 49,976 人 10 件 12 件 15 件 18,824点

會津博物館 223 日 35,582 人 9 件 5件 11 件 4182点(12件)

大学史資料センター 288 日 14,303 人 2 件 0件 5件 211点

文化企画課 248 日 4,218 人 6 件 9件 0件 ー

※文化企画課は125記念室のデータであり、この他に 2011年度はワセダギャラリーを会場に催し物と連動した企画展示を２件開催した。

■２．受入図書の状況

■３．施設利用の状況

2011年度 和書 アジア圏図書
（中国語・韓国語） 洋書 貴重書 AV資料 計

演劇博物館 2,458冊 1,002冊 798冊 1,009冊 1,829冊 7,096冊

和書 資料 － － － －

會津博物館 3,457冊 68件 － － － －

購入図書 寄贈図書 AV資料 その他 － 計

大学史資料センター 554点 252点 13点 21点 － 840点

2011年度
使用日数※1 利用件数

利用団体内訳 その他※2
利用日数文化施設 学内箇所 学生団体 学外団体(有料)

大隈記念講堂(大講堂) 206日 230件 207件 21件 2件 155日

大隈記念講堂(小講堂) 207日 228件 221件 7件 0件 113日

小野記念講堂 230日 248件 234件 7件 7件 88日

ワセダギャラリー※3 180日 17件 ※4 － － － －

※演劇博物館は、演劇・映像関係図書収蔵の図書館を併設し、和書・アジア圏図書・洋書・貴重書・ＡＶ資料などを閲覧できる。

※1.　使用日数には、本番当日だけではなく、リハーサル、設営準備、撤収日も含む。
※2.　「その他」とは、下見、見学、施設点検、定期清掃など。
※3.　学内箇所・教職員　利用可能である。
※4.　東日本大震災の影響により、１件のキャンセルあり。
※5.　1～4月と8月は、公式行事、定期点検・清掃等(メンテナンス)のため、原則一般貸出しは行っていない。

2 0 1 1 年度　統　計
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會津八一記念博物館・大隈記念室

大隈記念タワー・125記念室 坪内博士記念演劇博物館

早稲田大学文化推進部

大隈記念講堂


